


「平成 27 年 地域とともに」の発行にあたって 
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日本は技術立国を目指して産学官が連携して取り組んできました。最新テクノロジ

ー分野では日本は先頭集団で頑張っていますが、製品の量産においてはアジア諸国の

台頭が目覚ましく、日本経済に影響を与えています。一方、21 世紀は、新しい知識・

情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛

躍的に重要性を増す知識基盤社会の時代であると言われています。特に、イノベーシ

ョンの創造、グローバル化への対応、チーム力の強化などが求められています。宮崎

大学工学部では、知識基盤社会の中でたくましく生き抜き、21 世紀の地球環境と共生

できる科学技術の創造と、それを担う人間性豊かな人材の育成を目的した教育を行

い、産業界に送り出しています。 

将来の科学技術を担う子供たちを育成するためには、子供たちに早くから科学に関

心を持ってもらい、理科が大好きな少年・少女を育てることが必要です。工学部で

は、子供たちが科学の素晴らしさやものづくりの楽しさが体験できるようなイベント

を毎年多数開催しており、子供たちには「アドベンチャー工学部」、中学生や高校生に

は「青少年のための科学の祭典」、「テクノフェスタ体験入学」などやスーパーサイエ

ンスハイスクールへの協力を積極的に行っています。また、本学部教育研究支援セン

ターも「面白い技術」を小学生や市民に紹介しており、平成 26 年度からは串間市教育

委員会と連携して、小学生とその保護者を対象とした科学祭りを企画・実施していま

す。 

さらに、地域の技術者の育成や企業の活性化に貢献できる行事として、地域の技術

者も参加できる講座、実習の開講、産学連携事業なども展開しています。 

本冊子は平成 27 年に工学部が地域と取り組んできた各種の催しや活動を紹介するも

のです。本冊子に掲載されている様々な取組みに積極的にご協力いただきました中学

校や高校の教員の皆様方、宮崎県や地域の産業界の皆様方に心から御礼申し上げま

す。また、これらの取組を企画、実施していただきました工学部教職員や行事のお手

伝いをいただきました学生の皆さんに感謝いたします。 

工学部は、これからも我が国の基幹産業を支えることのできる国際的に通用する専

門技術者の育成や宮崎の地域特性を活かした研究などの推進に加えて、地域の活性化

や技術者を目指す青少年への科学への動機付けなどを積極的に進めてまいります。 
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参加高校：県内：２６校 

宮崎大宮高等学校、宮崎工業高等学校、宮崎南高等学校、宮崎北高等学校、宮崎西高等学校、佐

土原高等学校、日南高等学校、福島高等学校、飯野高等学校、都城泉ヶ丘高等学校、都城西高等

学校、都城工業高等学校、小林高等学校、小林秀峰高等学校、妻高等学校、高鍋高等学校、延岡

学園高等学校、延岡星雲高等学校、日向高等学校、日向学院高等学校、宮崎学園高等学校、宮崎

日本大学高等学校、宮崎第一高等学校、鵬翔高等学校、日南学園高等学校、日南振徳高等学校 

 

 

˗ ὕ Кὦ 

 ２０１５年１１月１５日（日曜日）に実施された工学部テクノフェスタ体験入学は、県内外の高校

生に宮崎大学工学部を広く深く知ってもらうことを目的に、毎年大学祭の日に合わせて工学部地域連携

委員会が企画運営している。今年度で１７回目の開催となった。本事業では、工学部の 7 つの学科（環

境応用化学科、社会環境システム工学科、環境ロボティクス学科、機械設計システム工学科、電子物理

工学科、電気システム工学科、情報システム工学科）が、それぞれ特色ある講義と実習を企画し、高校

生が希望する企画を体験してもらうことで、各学科の教育・研究内容と工学の面白さを知ってもらうこ

とをねらいとしている。また、高校生が進路を選択する上で少しでも参考になることを期待して実施し

ている。 

 事前に参加申込案内を県内高校に郵送配布し、２６高校から１７５人の参加者があり、毎年ほぼ同

程度の高校生が参加している（昨年度は１８７人）。 

 当日、高校生は入学式に集合し、本学兒玉副学長からの歓迎の挨拶と、本事業の概要を受けた。その

後、工学部７学科の各学科の担当教員から講義（午前９０分間）を受けた。午後は、実験・実習（午後

９０分間）を受講した。実験・実習は、多くの学部生・院生の協力のもとに実施している。最後の修了

式では、横田工学部長より、工学の重要性と面白さについて、日本人のノーベル賞受賞者についてエピ

ソードを交えて挨拶を受け、修了証書を受け取った。当日行ったアンケート調査では、参加した高校生

の多くが「参加して良かった・まあまあ良かった」と回答しており、また、「宮崎大学工学部に関心がわ

いた」と回答した者も多く、当初の目的を達成できたと判断している。 

 例年、宮崎大学工学部への進学を希望する高校生が、このテクノフェスタ体験入学に多数参加して

いることから、今後とも工学部の重要な大学開放事業及び地域貢献事業として継続すべきである。 

  

♥◒ⱡⱨ▼☻♃  
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     2015/12/11 

平成 27 年度工学部テクノフェスタアンケート集計 

工学部地域連携委員会 

１．基本事項 

 アンケート回答者は 175 名（参加者は 175 名）で回収率は 100% (H25 年度は 98％)であった。回答

者の属性の内訳は、表１の通りである。 

①  昨年度と比べ参加人数はほぼ同水準であった。 

②  特に普通系、工業系の比率は昨年度と同様であった。 

③  普通系は 1 年生が昨年と比べ増加したが、2、3 年生が減少した。 

④  工業系は 1 年生が昨年と比べ増加したが、3 年生が減少した。 

 

表１ 参加者の回答人数 

H27 年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 8 6 4 18 0 0 1 1 0 0 0 0 19 

社会環境システム 11 11 6 28 0 1 0 1 0 0 0 0 29 

環境ロボティクス 11 7 2 20 0 0 2 2 0 1 0 1 23 

機械設計システム 19 12 2 33 0 2 4 6 0 2 1 3 42 

電子物理 6 11 1 18 0 0 0 0 0 0 0 0 18 

電気システム 4 3 1 8 0 2 4 6 0 0 0 0 14 

情報システム 6 6 4 16 7 3 3 13 1 0 0 1 30 

合計 65 56 20 141 7 8 14 29 1 3 1 5 175 

H26（H25）年度 

学科名 
普通系 工業系 その他 

合計 
1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 1 年 2 年 3 年 合計 

環境応用化学 13 (6) 6 (7) 7 (3) 26 (16) 0 (0) 0 (1) 2 (0) 2 (1) 2 (0) 2 (0) 0 (0) 4 (0) 32 (17) 

社会環境システム 4 (4) 3 (1) 5 (7) 12 (12) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 12 (13) 

環境ロボティクス 1 (0) 10 (4) 1 (3) 12 (7) 

 

0 (0) 2 (5) 3 (5) 5 (10) 0 (0) 1 (0) 0 (0) 1 (0) 18 (17) 

機械設計システム 15 (11) 24 (3) 3 (8) 42 (22) 0 (0) 0 (0) 2 (2) 2 (2) 1 (0) 0 (1) 0 (1) 1 (2) 45 (26) 

電子物理 2 (2) 15 (2) 

 

2 (6) 19 (10) 0 (0) 0 (2) 2 (1) 2 (3) 2 (2) 0 (0) 0 (1) 2 (3) 23 (16) 

電気システム 0 (1) 

 

 

7 (3) 2 (6) 9 (10) 1 (2) 0 (7) 3 (1) 4 (10) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 13 (20) 

情報システム 2 (7) 16 (16) 7 (2) 25 (25) 2 (5) 6 (5) 7 (5) 15 (15) 2 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (0) 42 (40) 

合計 37 (31) 

 

81 (36) 27 (33) 145(102) 3 (7) 8 (20) 19 (15) 30 (42) 7 (2) 3 (1) 0 ( 2 ) 10 (5) (5)  185 (149) 

 
 
 
 

２．設問４の(1)ð(4)の回答結果 

 表２より、86%（昨年 93％）の学生がテクノフェスタに参加して宮崎大学工学部の様子が分かったと

回答している。また、表５より、91%（昨年 93%）の学生が宮崎大学工学部に関心がわいたと回答して

おり、テクノフェスタの目標の一つである工学部の紹介については目標を達成したと考えられる。 

 表３より、97%（昨年 97%）の学生がテクノフェスタに参加して良かったと評価しており、また、表

４より、90%（昨年 90%）の学生が体験入学のような催しがあれば参加したいと回答しており、高い満

足度を得られていることが伺える。 
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表２ 設問 4(1)：今回は工学部のほんの一部を体験しましたが、宮崎大学工学部の様子が少しでもわかりましたか。 

H27 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① よくわかった 9 13 9 19 6 6 5 67-38％ 

② だいたいわかった 10 16 11 16 10 8 13 84-48％ 

③ なんとも言えない 0 0 3 4 1 0 12 20-11％ 

④ まだよくわからない 0 0 0 1 1 0 0 2-1％ 

H26(H25)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①よくわかった 15 (7) 7 (7) 11 (6) 20 (11) 7 (4) 7 (5) 16 (6) 83－45％ (46ð31%) 

②だいたいわかった 15 (7) 5 (6) 7 (11) 22 (14) 13 (10) 5 (14) 22 (20) 89－48% (82ð55%) 

③なんとも言えない 2 (3) 0 (0) 0 (0) 3 (1) 3 (1) 1 (0) 4 (12) 13－7% (17ð11%) 

④まだよくわからない 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (1) 0 (1) 0 (2) 0ð0% (4ð3%) 

 

表３ 設問 4(2)：体験入学に参加してみて、良かったですか。 

H27 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① よかった 16 22 13 37 15 14 15 132-75％ 

② まあまあよかった 3 6 10 5 3 0 12 39-22％ 

③ よくわからない 0 1 0 0 0 0 2 3-1％ 

④ 悪かった 0 0 0 0 0 0 1 1-0％ 

H26(H25)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①よかった 23 (15) 11 (11) 13 (14) 36 (19) 21 (13) 9 (14) 31 (16) 144－78% (102ð68%) 

②まあまあよかった 7 (0) 1 (2) 3 (2) 9 (7) 1 (3) 3 (6) 11 (18) 35－19% (38ð26%) 

③よくわからない 2 (2) 0 (0) 2 (1) 0 (0) 1 (0) 1 (0) 0 (6) 6－ 3% (9ð6%) 

④悪かった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0ð0% (0ð0%) 

  

表４ 設問 4(3)：また体験入学のような催しがあれば、参加したいですか。 

H27 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

① ぜひ参加したい 14 18 11 29 9 12 8 101-57％ 

② 参加してもよい 4 9 10 9 7 2 18 59-33％ 

③ よくわからない 1 2 2 3 2 0 3 13-7％ 

④ 参加しない 0 0 0 1 0 0 1 2-1％ 

H26(H25)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①ぜひ参加したい 22 (9) 10 (9) 11 (13) 26 (16) 16 (11) 8 (11) 31 (12) 124－67% (81ð54%) 

②参加してもよい 6 (7) 2 (4) 5 (4) 19 (8) 7 (4) 2 (9) 8 (19) 49－26% (55ð37%) 

③よくわからない 3 (1) 0 (0) 2 (0) 0 (2) 0 (1) 3 (0) 1 (9) 9－5% (13ð9%) 

④参加しない 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 2 (0) 3－ 2% (0ð0%) 
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表５ 設問 4(4)：宮崎大学工学部に関心がわきましたか。 

H27 年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①非常に関心がわいた 6 16 8 19 7 8 7 71-40％ 

②少し関心がわいた 10 12 13 19 11 6 19 90-51％ 

③よくわからない 3 1 2 4 0 0 3 13-7％ 

④関心が無くなった 0 0 0 0 0 0 1 1-0％ 

H26(H25)年度 

 環境 

応用 

社会 

環境 

環境 

ロボ 

機械 

設計 

電子 

物理 

電気 

シス 

情報 

シス 
合計ð比率% 

①非常に関心がわいた 13 (8) 8 (10) 6 (12) 21 (19) 12 (10) 6 (8) 19 (13) 85－46% (80ð54%) 

②少し関心がわいた 14 (8) 4 (3) 10 (4) 23 (5) 10 (5) 6 (12) 20 (18) 87－47% (55ð37%) 

③よくわからない 5 (1) 0 (0) 2 (1) 1 (2) 1 (1) 1 (0) 2 (9) 12－6% (14ð9%) 

④関心が無くなった 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (0) 1－ 1% (0ð0%) 

 
 
 
 

３．設問４の(5)-(6)の回答結果 

 この設問は進学に関する項目なので、学年別に整理した。その他は普通科として処理した。 

 表６、７より、3 年生は、多くが（工業系は全員）宮崎大学工学部に進学を希望していた。2 年生で

は、約 36％（昨年約 35%）が宮崎大学工学部への進学を希望している。 
 
 

表６ 設問 4(5)：工学系の大学に進学しようと考えていますか。（括弧内は H26/H25 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 35(19/19) 41(59/25) 19(26/37) 3(3/2) 7(7/16) 14(19/15) 

②未定 22(15/10) 11(17/10) 0(1/0) 3(0/5) 1(1/4) 0(0/0) 

③考えていない 8(3/4) 4(5/2) 1(0/0) 1(0/0) 0(0/0) 0(0/0) 

 

表７ 設問 4(6)：宮崎大学工学部に進学しようと考えていますか。（括弧内は H26/H25 年度の結果） 

 
普通系 工業系 

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 

①考えている 8(7/6) 19(28/13) 18(26/35) 3(1/1) 5(3/10) 14(16/15) 

②未定 44(26/21) 21(40/23) 1(0/1) 2(1/5) 3(4/9) 0(2/0) 

③考えていない 13(5/6) 16(13/1) 1(1/1) 2(1/1) 0(1/1) 0(1/0) 

 
 
 
 

４．設問５(1)：参加した動機 

 全ての学年について「進学希望」が多く、受験に対する意識が現れている。特に今年度は、昨年度ま

でに比べて 1 年生でも「進学希望」が多なっており、早い時期から進学についての意識が高くなってい

ることが読み取れる。また、1、2 年生では、「大学、工学についての一般的な興味」と「先生・友人の

勧め」が多く、事前宣伝や各校への連絡の重要性が伺える。 
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（括弧内は H26/H25 年度の結果） 

１学年 

大学、工学についての一般的な興味 23(9/11)件 

先生、友人の勧め 21(12/16)件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 6(12/6)件 

テクノフェスタに興味 5(6/1)件 

進学希望 15(5/6)件 

その他 3(3/4)件 

・ものづくりに興味があった。 

・オープンキャンパスに行って楽しかった。 

・チャンスはできるだけ拾う主義だから。 

２学年 

大学、工学についての一般的な興味 13(21/17)件 

先生、友人の薦め 19(24/20)件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 6(18/15)件 

テクノフェスタに興味 9(11/5)件 

進学希望 15(16/12)件 

その他 5(6/2)件 

・ものづくりに興味があった。   ・参加費が安かったから。 

・進学の参考にする。・オープンキャンパスに行って楽しかったから。 

・オープンキャンパスの代わりとして参加した。 

３学年 

大学、工学についての一般的な興味 3(0/4)件 

先生、友人の薦め 2(8/2)件 

宮崎大学の学科・専門分野に興味 5(6/36)件 

テクノフェスタに興味 3(1/2)件 

進学希望 15(28/27)件 

その他 6(0/1)件 

・受験当日のため、施設の場所などを確認したかった。3 件 

・進学の参考にする。・フォトニクスに興味があった。 

・体験入学をすることで宮崎大学に進学したい気持ちを高めたかった。 
 
 

５．設問５(2)：一番印象に残ったこと 

1 学年 普通系 

・実験。（環境応用）×4 

・芳香剤を作ったこと。（環境応用）×2 

・クロスカップリング反応。（環境応用） 

・県内の特産品を用いた商品の廃棄物を利用した研究。（環境応用） 

・水をきれいにする実験。（社会環境）×9 

・ダムの建設がもたらす海への影響。（社会環境） 

・独自の水質を戻す方法（社会環境） 

・画像処理。（環境ロボ）×8 

・プログラミング。（環境ロボ） 

・文字の色の判別ができるのが不思議に思った。（環境ロボ） 

・講義室が広い。（環境ロボ） 

・ものづくりが楽しかった。（機械設計）×2 

・パソコンを使った実習。（機械設計）×8 

・学生が優しかった。（機械設計） 

・3D プリンタ。（機械設計）×5 

・留学生も結構いたこと。（機械設計） 
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・教室の様子。（機械設計） 

・室温が高かった。（電子物理） 

・発光ダイオードの実験。（電子物理）×3 

・半導体の仕組み。（電子物理） 

・講義。（電子物理） 

・講義。（電気システム） 

・自分とミツバチが見ている世界の違い。（電気システム） 

・水素原子の光の色。（電気システム）×2 

・マイペースな先生が多い。（情報システム） 

・授業のペースが速い。（情報システム）×2 

・理論が複雑で難しかった。（情報システム）×2 

工業系 

・プログラムの作成。（情報システム）×2 

・午後のプログラミングが難しかった。（情報システム） 

・対話型証明システム。（情報システム） 

・午後の演習。（情報システム） 

・講義が難しかった。（情報システム） 

・楽しかった。（情報システム） 

その他 ・難しかった。（情報システム） 

2 学年 普通系 

・クロスカップリング反応。（環境応用） 

・蛍光分子の発光。（環境応用） 

・ヘキサンの発光。（環境応用） 

・芳香剤づくり。（環境応用）×2 

・水をきれいにする実験。（社会環境）×8 

・講義がむずかしかった。（社会環境） 

・沈殿物を泡によって取り除いていたこと。（社会環境） 

・講義中の余談。（社会環境） 

・演習。（環境ロボ）×2 

・パソコンを使って計算したこと。（環境ロボ） 

・コンピュータの画像は 3 次元的に重ね合わせていること。（環境ロボ） 

・ノイズを取り除くために数学的なことを利用している点。（環境ロボ） 

・学園祭。（環境ロボ） 

・画像処理の楽しさ。（環境ロボ）×2 

・寸法の記入で迷惑をかけてしまった。（機械設計） 

・3D プリンタの作品のプログラミングが難しかった。（機械設計）×2 

・3D プリンタで作品をつくったこと。（機械設計）×2 

・先輩が優しかった。（機械設計） 

・自分のストラップを設計したこと。（機械設計） 

・学生の説明が分かりやすかった。（機械設計） 

・学園祭。（機械設計） 

・女子も多い。（機械設計） 

・自分で考えたものが形になっていること。（機械設計） 

・LED の電圧実験。（電子物理）×3 

・高校で学んだことを実際に計測できたこと。（電子物理） 

・半導体の仕組み。（電子物理） 

・発光ダイオードの実験。（電子物理）×2 

・実験。（電子物理）×3 

・光センシング。（電子物理） 

・スリットの大きさによって光の見え方が違ったこと。（電気システム） 

・水素原子が励起状態から戻るときに光を発すること。（電気システム）×2 

・プログラミング。（情報システム）×3 

・内容が難しかった。（情報システム） 

・プログラミングの時間が少なかった。（情報システム） 
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・推論規則の例題。（情報システム） 

工業系 

・水の実験。（社会環境） 

・材料費が高い。（機械設計） 

・コンピュータのソフトを使って図面を作図したこと。（機械設計） 

・実験が高校よりも面白かったこと。（電気システム） 

・光を分光する実験。（電気システム） 

・勉強できる設備が整っている。（情報システム） 

・タイプミス。（情報システム） 

・プログラミングが難しかった。（情報システム） 

その他 

・先生が面白い。（環境ロボ） 

・3D プリンターの技術がとても高いのに驚いた。（機械設計） 

・ソフトウェアの使い方が難しかった。（機械設計） 

3 学年 

普通系 

・カップリングの蛍光反応。（環境応用） 

・香りの抽出実験がとても楽しかった。（環境応用） 

・保冷剤の中身を見たこと。（環境応用） 

・オープンキャンパスと違う実験をやらせてもらえたこと。（環境応用） 

・実験。（社会環境） 

・泡沫分離法をはじめて知り驚いた。（社会環境） 

・HCl や NaOH の入れる量のわずかな差で結果が大きく変わること。（社会環

境） 

・水中の汚染物質の沈殿実験。（社会環境）×3 

・思ったより画像処理が簡単だった。（環境ロボ） 

・オクターブを利用して画像を加工したこと。（環境ロボ） 

・3D プリンター。（機械設計）×2 

・半導体が様々な分野で使用されていること。（電子物理） 

・水素原子の発光スペクトル観測。（電気システム） 

・プログラミングの実習の難しさと面白さが印象的でした。（情報システム） 

・学生へのバックアップが整っていた。（情報システム） 

・講座はあまりできなかったが楽しかった。（情報システム） 

・コンピュータ多くて驚いた。（情報システム） 

・演習。（情報システム） 

・演習より座学の方が長いこと。（情報システム） 

工業系 

・講義。（環境応用） 

・先生の説明が丁寧だった。（環境ロボ） 

・画像処理。（環境ロボ） 

・solid works を使った実習。（機械設計）×3 

・紫外線や赤外線の発見については知らなかった。（電気システム） 

・分光器をつかって光が分けられるのを初めて見た。（電気システム） 

・21 世紀はフォトニクスがキーワードなんて知らなかった。（電気システム） 

・実験は高校よりも詳しく面白かった。（電気システム） 

・講義が面白かった。（電気システム） 

・水素原子のスペクトル観測。（電気システム） 

・片山助教の面白さ。（情報システム） 

・OS がデュアルブーストであること。（情報システム） 

・PC に OS が 2 つ組み込まれていたこと。（情報システム） 

・実習。（情報システム） 

その他 ・solid works を使った実習。（機械設計） 

 

 

６．設問５(3)：もう少しこうすればいいのにと感じたこと 
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 各学年において、「実習の時間を増やしてほしい」という意見が何件か見られる。時間の制約もある

が、配分を再考する必要があるのかもしれない。他のアンケート項目にも見られるが、例年「内容を分

かり易くしてほしい」などの意見も見られる。また、受付の場所や、受付から授業を実施する各講義室

までの移動が分かりにくい、という意見もあり、簡易地図を提供するなどの対応も検討する必要がある。 
  

1 学年 

普通系 

・活動を増やしてほしい。（社会環境） 

・午前の部、説明が長くて眠くなった。（環境ロボ） 

・資料を読み上げるだけの講義。（環境ロボ） 

・説明が速い。（機械設計）×3 

・室温が高かった。（機械設計）×2 

・説明を分かりやすくてしてほしい。（機械設計） 

・実験の時間を増やしてほしい。（機械設計） 

・数日に分けて複数の講義を受けられると良い。（機械設計） 

・他の実験もしたかった。（電子物理） 

・質問の時間を設けてほしかった。（電気物理） 

・学内に入ってから受けつけまでを分かりやすくしてほしい。（電気システム） 

・単語、単位の説明をもっと詳しくしてほしい。（情報システム）×2 

・実習のスピードが速すぎる。（情報システム） 

・説明を分かりやすくてしてほしい。（情報システム） 

工業系 

・C 言語か Java を使った実習をすればいいと思った。（情報システム） 

・時間が短くて終わらなかった、時間内に終わることをしてほしい。（情報シス

テム） 

 

 

 

 

2 学年 

普通系 

・午前と午後で同じ話があったので省いてほしい。（社会環境） 

・人数の関係で実験の部屋が狭かった。（社会環境） 

・時間が余った。（社会環境） 

・後半の実験、演習の時間がもう少しほしい。（環境ロボ）×2 

・学園製も同じ日にあると教えてほしかった。（環境ロボ） 

・先に全体の説明がほしかった。（環境ロボ） 

・実験時にも資料がほしかった。（環境ロボ） 

・説明をゆっくりしてほしい。（機械設計） 

・説明を分かりやすくしてほしい。（機械設計） 

・道案内がほしかった。（機械設計） 

・午前と午後で違う学科に行けると良い。（機械設計） 

・話し合いながら講義を受けたかった。（電子物理） 

・もう少し時間があったほうが良い。（電気システム） 

・説明を分かりやすくしてほしい。（情報システム）×2 

・高校生でも分かりやすく、興味が持てる内容のものがよかった。（情報システ

ム） 

工業系 ・農学部までの道のりを分かりやすくしてほしい。（情報システム） 

その他 

・時間が短いのか長いのか分からない。（環境ロボ） 

・説明をゆっくりしてほしい。（機械設計） 

・時間が短いのでもっと長くしてほしい。（機械設計） 

3 学年 普通系 

・時間を増やしてほしい。（環境応用） 

・研究室ごとの話をもっと聞きたかった。（環境応用） 

・社会環境システムの他の分野のことを知りたい。（社会環境）×2 

・もう少し難しくしても良いと思った。（電子物理） 

・時間が少ないからか実習内容の幅が少ないと感じた。（情報システム） 

・質問の時間がほしかった。（情報システム） 

・パソコンを利用するときはスクリーンと同じレジメがあったほうが良い。（情

報システム） 
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工業系 

・オープンキャンパスと同じ実験にならないようにすると良い。（環境応用） 

・図が難しかった。（機械設計） 

・大学での研究の紹介をしてほしかった。（情報システム） 

その他 
・授業のスピードが速くて理解が難しい、3D デザインについてもっと学びたか

った。（機械設計） 

 
 

７．設問５(4)：その他感じたこと 

 

1 学年 

普通系 

＜講義・実験内容＞20 件 

・難しかった。 ×4 

・とても良い経験になった。 

・画像を数式としてはめ込むのが面白い。 

・水のことが良く知れてよかった。 ×3 

・楽しかった。 ×4 

・時間が足りない。 ×2 

・授業は図や例が多く分かりやすい。 

・楽しく実験ができた、講義の説明も分かりやすくて理解できた。 ×3 

・詳しく知ってみたいと思った。 

＜教員・TA＞11 件 

・先生・大学生が優しく教えてくれた。 ×11 

＜その他＞9 件 

・キーボードが小さい。 

・学校の雰囲気がよさそう。 

・学園祭の商売がすごかった。 ×2 

・大学は広いと思った。 ×2 

・他の学科の実験にも参加してみたい。 

・社会システム工学科の関心が高まった。 

・又来たい、建築学部ほしい。 

工業系 

＜講義・実験内容＞2 件 

・全体的に自分が何をしたのか分からなかった。 

・実習のスピードが速く、ついていくのがやっとだった。 

その他 

＜その他＞1 件 

・教室等がきれいだったので、勉強をするにはとてもすばらしい環境だと思っ

た。 

2 学年 普通系 

＜講義・実験内容＞12 件 

・難しかった。 

・わかりやすかった。 

・感動した。 

・いい体験になった。 

・面白かった。 ×5 

・反復作業でおもしろくなかった。 

・他の実験もやってみたいと思った。 

・実験後に持ち帰れるのが良い。 

＜教員・TA＞4 件 

・学生・教員が親切だった。 ×4 

＜その他＞9 件 

・文化祭楽しかった。 ×6 

・宮崎大学と東京大学が連携してソーラーパネルで発電等していることを聞いて

連携力が強いと思った。 

・設備・環境がよかった。 ×2 
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工業系 

＜講義・実験内容＞2 件 

・わかりやすかった。 

・高校ではしないことをできて楽しかった、わからなかったところをおしえてく

れた。 

＜教員・TA＞2 件 

・学生・教員が親切だった。 ×2 

その他 

＜教員・TA＞1 件 

・生徒のみなさんが、とてもやさしくおもしろかった。 

＜その他＞2 件 

・テクノフェスタを 2 日間にしてほしい。 

・時間が短いのか長いのか分からない。 

3 学年 

普通系 

＜講義・実験内容＞9 件 

・学習内容が難しそうだと感じたが、その分おもしろそう。 

・パソコンの扱いが難しかったが、とても楽しかった。 

・興味を持った。 

・体験授業楽しかった、理解できなかったけど、くやしい。 

・建設構造系を志望しているが、環境制御系についても興味がわいた。 

・学科の特徴が分かりやすかった。 

・面白くて、より進学したくなった。 

・難しかったが興味のあることだったので意欲的に活動できた。 

・実験が多く高度なことが学べると思った、環境や宮崎のための研究がすばらし

く進学したい気持ちが強くなった。 

＜その他＞2 件 

・学びやすい環境で入学したい気持ちが強まった。 

・学園祭の店も見て活気のある学科だと思った。 

工業系 

＜講義・実験内容＞3 件 

・画像の加工が面白かった、先生の説明が分かりやすく授業内容を理解できた。 

・実験は楽しかった。 

・講義や実験が知らないこともあって勉強になった、学園祭が楽しかった、宮崎

大学に進学したい。 

＜その他＞1 件 

・入学したいと思った。高校で学んだことを生かせるとおもった。 

その他 
＜その他＞1 件 

・3D デザインや機会について学びたい。 

 
 

８．設問６：あなたが宮崎大学工学部について知りたいと思っていることは何ですか。 

 

1 学年 普通系 

<就職・進路>7 件 

・就職について。 ×7 

<研究内容>7 件 

・研究内容。 ×7 

<教育内容>17 件 

・取得できる資格の詳細。 

・宿題はあるのか。 

・各学科の授業内容。 ×15 

<その他>9 件 

・学生の１日のスケジュール。 

・学生の心情、表情。 

・世界の同時期に作られた太陽光パネルの寿命が一斉に切れたときどう対処する

のか知りたい。 

・男女比。 
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・入試制度。 ×3 

・理数系でないとだめですか。 

・水についてもっと学びたい。 

工業系 

<教育内容>1 件 

・各学科の授業内容。 

<その他>3 件 

・学校行事など。 ×2 

・大学の施設について。 

その他 
<教育内容>1 件 

・各学科の授業内容。 

2 学年 

普通系 

<就職・進路>9 件 

・就職について。 ×9 

<研究内容>8 件 

・研究について。 ×6 

・実験は 1 日にどれくらいやるのか。 

・実験は頻繁に行うのか。 

<教育内容>11 件 

・教育内容について。 ×9 

・実際の講義風景。 ×2 

<その他>10 件 

・他の大学との違いや優れているところ。 ×2 

・学校行事など。 

・学費や拾得できる資格。 

・水について。 ×2 

・施設について。 

・建築家ができる予定はありますか。 

・どんな人たちがいるのか。 

・物理を学んでいなくても工学部に進学できるか。 

工業系 

<就職・進路>1 件 

・就職について。 

<教育内容>1 件 

・各学科の授業内容。 

<その他>2 件 

・取得できる資格。 

・部活の実績。 

その他 

<教育内容>1 件 

・土木環境について知りたい。 

<その他>1 件 

・毎日の大学の様子。 

3 学年 普通系 

<就職・進路>2 件 

・就職について。 ×2 

<研究内容>7 件 

・研究内容。 ×5 

・他のところにはない研究や実験。 

・再生可能エネルギー。 

<教育内容>2 件 

・授業内容。 

・学べる内容を具体的にしてほしい。 

<その他>2 件 

・「宮崎に根付き世界へ目を向けた学部」とは具体的に何か。社会への貢献とは

具体的に何か。 

・研究室ごとの見学をして風景を見てみたい、１、２年次の講義を体験したい。 
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工業系 

<就職・進路>1 件 

・就職について。 

<教育内容>1 件 

・各学科の授業内容。 

<研究内容>5 件 

・学科の詳しい研究説明。 

・新エネルギー及び、新電力発生、逐電システムの研究。 

・研究について。 ×3 

<その他>1 件 

・工業高校出身なので、工業高校出身の先輩の話を聞きたい。 

 

 

９．設問７：今年は体験入学を日曜日に実施しましたが、開催日はどちらがいいですか。 

 

① 土曜日 65 

② 日曜日 32 

③どちらでもよい 78 

 

 

１０．設問８：本体験入学の実施時期や案内方法、受講の希望調整などにご意見がありませんか。 

1 学年 

普通系 

<時期>2 件 

・テスト終了後にやってほしい。 ×2 

<その他>4 件 

・説明だけでなく体験したい。 

・出店の営業がうるさかった。 

・学部の場所が分かりづらい。 ×2 

工業系 

<その他>1 件 

・先月に授業の一環で宮崎大学の見学をしたのだが、改めて工学部の楽しさに気

づけた。 

2 学年 

普通系 

<時期>2 件 

・学祭とは被せないでほしい、人が多い。 

・夏休みなどの長期休暇にしてほしい。 

<その他>1 件 

・学園祭の営業がうるさかった迷惑。 

その他 
<その他>1 件 

・学科ごとの先生を先に教えてほしい。 

3 学年 

普通系 
<時期>1 件 

・受験する人のために時期を早めてほしい。 

工業系 

<時期>2 件 

・10 月にしてほしかった。 

・推薦入試 1 週間前なのでもっと早く実施してほしい。 

その他 
<その他>1 件 

・研究室の見学がしたかった。 
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工学部テクノフェスタ（体験入学） 

入学式と修了式の様子 

 

【入学式】 

 兒玉 修 副学長（教育担当）の挨拶      入学式 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【修了式】 

 横田 光広 工学部長の修了式での挨拶     修了証書授与式 

   

【講義風景】 

 環境ロボティクス学科（講義）         環境応用化学科（実験・実習） 
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午前の授業では、最初に香り（匂い）の実験

を行った（図 1）。目を閉じ匂いだけでジュー

ス（オレンジ，リンゴ，ピーチ）を当てる。こ

れはほとんどの人が正解する。次いで目を閉

じ，鼻をつまんで味だけで 3 種類のジュース

を当てる。これは多くの学生が間違った。匂い

がいかに大事かを学生にわかってもらい，香

りについての講義を行った。アロマテラピー

について最初に説明し，精油の採取方法を解

説した。さらに，学科の紹介を行い，我々の研

究室で行っている香りの研究に関する講義を

行った。 

講義の後は，オリジナルの芳香剤作りを行

った（図 2，3，4）。作成方法は以下の通りで

ある。(1) 保冷剤から中身を取り出し適量プラス

チックのコップに入れる。( 2) 好きな香りを入

れ，割り箸等で良くかき混ぜる。( 3) 水性絵の

具を少量入れ，割り箸等で良くかき混ぜる。4)

工夫すれば色々な色を重ねることができ，カ

ラフルな芳香剤ができる。( 5) シールや，ビー

玉等を入れて飾り，オリジナル芳香剤を作っ

た。 

学生達は熱心に講義を受講し，芳香剤作り

などを楽しんでくれたと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

 

3 

 

4 

 

2 ○ꜞ☺♫ꜟ  
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午後の実験では，ノーベル化学賞の実験体験を行った。2010 年のノーベル化学賞はクロスカップ

リング反応に対して，2 名の日本人の科学者が受賞した。このクロスカップリング反応を実験した。ク

ロスカップリング反応で合成したのは以下の反応式に示す 2 種類の蛍光物質である。 

 

実験方法は以下の通りである。上段の合成は，1.①40 mgが入ったサンプル瓶にアセトン 5 ml を駒

込ピペットを使って入れて良く溶かす。2. ②15 mgが入ったサンプル瓶にアセトン 5 ml を駒込ピ

ペットを使って入れて良く溶かす。3. ③0.2 mg が入ったサンプル瓶にアセトン 0.5 ml を駒込ピペ

ットを使って入れて良く溶かす。4. ④10 mgが入ったサンプル瓶に水 5 ml を駒込ピペットを使っ

て入れて良く溶かす。5. 試験管に①の溶液を 0.5 ml, ②の溶液を 1 ml, ④の溶液を 1 ml 加え，ブ

ラックライトを照射してみる。6. ③の溶液を 4 滴加え，一分間試験管を振り混ぜる。7. ブラックラ

イトを照射する。ブラックライトを照射すると綺麗な蛍光を観察

することができる。 

下段の合成は，1. ⑤25 mgが入ったサンプル瓶にアセトン 5 ml

を駒込ピペットを使って入れて良くとかす。2. 試験管に①の溶液

を 0.5 ml, ②の溶液を 1 ml, ⑤の溶液を 1 ml 加え，ブラックラ

イトを照射してみる。3. ③の溶液を 4 滴加え，一分間試験管を振

り混ぜる。4. ブラックライトを照射する。ブ 5. ブラックライト

を照射しながらヘキサン 2 ml を加え，よく観察する。この反応

ではラックライトを照射すると蛍光を観察することができ，さら

にヘキサンを加えると蛍光の色が変化するソルバトクロミズム

が観察できる（図 1）。 

目で見て反応がわかるので学生達は熱心に実験を行った。実験

の後，反応の原理など説明し，合成に関する我々の研究室の実験

を説明した。 

 

 

 

 

2 

① ② 

③ 

④

ん 

⑤ 
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近頃では，世界中で洪水や水不足などの深刻な「水」に係わるニュースが毎日のように報告され

ている。しかしながら我が国では，それほど水で困ったこと事例は見あたらない。そこで，今回の

講義では，地球規模のグローバルな水循環と水資源ならびに地域の水利用システムについて理解す

ることを目的とした。 

 はじめに，地球上の水資源について講義した。私たちの地球は表面の約 70％が水で覆われてい

る。地球上の全水量は 14 億 km3/地球であり，青く美しい水の惑星である。しかしながら，その

97.5％は塩水で，残りの淡水 2.5％のほとんどは永久凍土や氷河，地下水として地中に存在してい

る。我々が直接利用できる水資源すなわち飲める水（河川・湖沼）は，地球上の全水量のわずか 0.01％

に過ぎないことを学んだ。一方で，地球上の水は，太陽エネルギーによる蒸発によって循環してい

る。地球全体の水循環量の約 90％は海洋から蒸発して，降水として海洋に戻るので，我々が利用す

ることはできない。すなわち，海洋から蒸発する水のほんの一部の陸上への降水が，我々の生命の

鍵であることも解説した。講義の最後には，水をきれいする方法と施設の仕組みについて，簡単に

解説し，いつでも利用できる水道水のありがたさや下水道の役割について受講生と意見交換した。 

 講義形態は，大学の講義と同一とし，地球上には利用できる水資源はどのくらいあるのか，なぜ，

水を大切にしなければならないのか，さらに水をきれいに施設やその仕組みについて，パワーポイ

ントと配付資料を使いながら具体的な数値データに基づいて模擬授業を実施した。受講者は，真剣

な姿勢で授業に望んでおり，熱心に詳細なメモをとりながら授業内容を理解していく様子がうかが

えた。 
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 人間が生きていくためには水を使用し，汚さざるを得えない。そこで，汚れた水・濁った水を

きれいする方法・技術が不可欠となる。濁った水を静置すると，濁りすなわち懸濁粒子が沈殿して

上澄み水はきれいになる。これを沈殿法という。さらに凝集剤という化学薬品を利用して，懸濁粒

子同士をくっつけて大きな塊として素早く沈める方法が凝集沈殿法である。懸濁粒子を大きな塊

（フロックという）にする条件が水をきれいにする秘訣となる。この最適条件を実際に実験によっ

て求め，水処理の基本を体験することを目的とした。 

本学科の環境実験室において，最も基本的かつ重要な凝集・沈殿を用いて，実際のダムの濁水が

きれいなる諸条件を調べた。受講生は，一人ずつに 1 サンプルを担当し，試薬類の注入，目視によ

る水質評価，および pH 試験紙による測定を行った。使用した実験器具類・機器はどれも受講者が

始めて使用する，触れるものばかりであった。TA のサポートもあって，すぐに要領を覚えて実験

を進めることができた。本実験の山場である，凝集剤剤を添加したことによって濁った水がだんだ

んと浄化されていく場面では，どの受講者もビーカーに顔を近づけて観察していた。今回の実験・

実習によって凝集・沈殿による水質浄化のメカニズムを実体験してもらえたようであった。また，

凝集・沈殿の実験と同一の濁水を対象として，最新の水処理技術である泡沫分離法を適用したデモ

ンストレーションを実施した。デモンストレーションの印象が強かったようで，実験終了後におい

ても，複数の受講生から当を得た質問があった。 
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近年のコンピュータの高速化、小型・低価格化及びカメラの高解像度化・小型化を背景に、コン

ピュータとカメラを用いて人間の目と脳が行っているような視覚情報処理を実現するコンピュー

タビジョン技術、そしてそのロボット応用であるロボットビジョン技術が急速に進展し、カメラで

撮影された対象を認識する画像認識・人間の視界にコンピュータが生成した仮想物体を重畳表示す

る AR(拡張現実感)の実用化が進んでいる。これらの技術はスマートフォン、タブレットなどにも実

装され、多くの人にとっても身近な技術となってきている。そこで、本講義では、「AR・画像認識

擬実の基礎」と題して、90 分間程度の講義を実施した。参加者は 23名であった。 

最初に学科紹介を行い、その後に表題の内容について

講義を実施した。学科紹介では、 

 ̧ 学科概要 

 ̧ 教育カリキュラムの内容 

 ̧ 研究内容 

について、スライドを用いて説明した。 

その後、AR 及び画像認識の基礎技術であるコンピュ

ータビジョンとはどのような技術であるのかについて

説明を行い、持参した Webカメラを用いて、マーカレス

AR システム「PTAM」の実演を行った。カメラが運動し

ても仮想物体の位置が変わらないことに、受講者は驚い

ていたようである。続いてコンピュータビジョンにおけ

る基盤的な技術である画像計測と画像認識について説明を行い、なぜ物体認識が困難であるのかを

説明した。続いて、基本的な画像処理技術について説明を行った。ディジタル画像の構成、色と輝

度、ノイズ除去、輪郭抽出につい

て、実際に画像を提示し、それに

対して処理を行った結果を見せ

ながら説明した。受講者には 1 年

生もおり、また、工業系の学生も

いたことから、数式、特に微分や

積分の概念はできるだけ使わな

いように説明したが、フィルタの

概念や画像の輪郭抽出について

は身近な内容ではないこともあ

り、高校生には難解な内容であっ

たと思われるが最後まで集中し

て聞いていたように感じられた。アンケート結果を見て、今後の改善の参考にしたい。 

 

講義の実施風景 

講義で使用したマーカレス AR システ

ム「PTAM 」の実行例 
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午後の実験時間においては、コンピュータ演習室において数値計算用ソフトウェアを用いた画像

処理を体験した。場所は A223 号室を利用し、事前登録からの 1 名欠席、1 名の当日追加があり、

参加者人数は 23 名となった。学年別の内訳は 1 年生 10 名、2 年生 8 名、3 年生 5 名であった。ソ

フトウェアには Octave を用いた。これは対話的なユーザインタフェースを有しており利用者の敷

居が低いソフトウェアであるが、C 言語のプログラミング経験がある工業系の高校などは簡単な説

明を行うだけで円滑に利用することができていたが、それ以外の学生については教員と TA がサポ

ートして操作を行った。このソフトウェアは使用したシステムにインストールされていなかったた

め、ゲストアカウントのユーザフォルダ領域に実行形式のファイル一式を保存することにより実行

環境を整えた。ただし、ゲストアカウントはシステムを再起動させるとユーザ領域が初期化されて

しまうため、演習開始直前の時間帯に、20台のコンピュータ全てに対して準備のための作業を行う

必要があった。参加者数に対して 3 台ほど端末の台数が不足したため、足りない参加者については

2 名一組となりシステムを利用した。 

演習内容は 1) コンピュータシステムの利用方法、2) ソフトウェアの基本操作、3) 画像処理の体

験の 3 部構成とした。過去の経験から、可能な限り 3) の内容に費やす時間をより多く確保するこ

とを念頭に演習を進めた結果、1) および 2) までの内容で 30 分程度、残りの 40 分を 3) に充てる

ことができた。画像がコンピュータの内部でどのように表現されているかについての簡単な解説を

行ったうえで、画像データの輝度値情報に対する基本的なフィルタ処理の関数として、グレイスケ

ール化、輝度値の反転、エッジ検出などを行う各種フィルタ関数をデスクトップ上に配置し、イン

ターネット上から画像検索などで入手した素材画像に対して自由にフィルタ処理を施すことによ

り作品を作成した。受講生らは好みのキャラクターや動物などの画像をダウンロードし、画像処理

の過程を楽しんでいた様子である。終了間際に 10 分程度の時間をとり、部屋中を自由に移動して

他の参加者の作品を閲覧する機会を設けた。 

 

    
図１：ネコとハムスター合成     図２：ロボット兵               図３：演習風景   

今回は演習補助のために 2 名の TA を雇用した。一般の高校からの参加者にはコンピュータの操

作に不慣れな者も多く、個別の質問への対応や指導などに多くの労力を要したため、TA の補助が

大いに役に立った。 
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 一昔，コンピューターは研究者または高度専門教育を受けた技術者が使うものであったが，現在，

コンピューターの必携化の大学が増え，大学生の勉強には不可欠な用具となっている．機械設計の

現場では，設計や解析ソフトウェアの進歩にともなって，製品の設計と機能・性能評価にコンピュ

ーターを利用することが多くなっている． 

 講義では，まず，CAD (Computer Aided Design) ，CAE (Computer Aided Engineering) の定義

と歴史を紹介した．DE (Digital Engineering) に関しては，その定義及び CAD,CAE との関連につ

いて説明した．DE とはコンピューターを用いて，機械構造設計，製図，機能・性能評価，動きの

シミュレーション，最適化などコンピューター上の製品開発技術であり，根本的には CADと CAEと

は違わないが，言葉の変遷と受け取ってもことで

ある． 

 DEで出来ることについて，まず，機械を動かす

メカニズム（機構）を紹介した．写真や動画を使っ

て，４節機構とその組合せによって実現できた不

思議な動きをする機械の仕組みを見せながら，DE

の技術を用いた部品の設計，組立及び動きのシミ

ュレーションを説明した． 

 一例として，部品の製作について，機械加工と DE

で行う場合の違いは以下のとおりと解説した． 

・ 機械加工の多くは除去加工であり，材料から

不要の部分を削り取ることで部品を作る． 

・ DE技術を用いて部品を作る場合，除去加工の他に，積上げ，結合，形状演算などがある． 

ついでに，DEと３次元プリンタの組合せによる製品開発の事例も紹介し，３次元プリンタで作

られた農作物や機械製品も展示した． 
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午後の授業では、デジタルエンジニアリング(DE)用ソフトウェア SolidWorksを用いて，図１に示

した４節機構を用いた歩行機構を作成した．作業においては，まず，SolidWorksを用いて３次元部

品モデルの作成手順の解説とソフトウェアの基本的操作手法の実習を行った．時間の関係で，全て

の部品の作成が出来ないため，講師が作成した部品を配布し，それら

の部品を用いて組立てと機構の動きを動画で確認した．一見シンプル

な４節機構で組合せによってしなやかな動きを実現できることに感

心したと思う． 

次には，受講生皆様の自由な発想で記念品をデザインすることにし

た．印鑑、名札、ペットのペンダント、キーホルダなど何でもあり！

わずか１時間程度で，自分が考案した作品を作ることが難しいが，生

徒の皆さんのご努力とティーチングアシスタントの協力を得て，初め

てのものづくりに挑戦した．ネームプレート，ロボット，雪だるま，

謎のオブジェまで様々の作品をデザインした．それらの作品を作り出

すため，機械加工は当然無理である．そこで，ニュースにもよく出る

３次元プリンタを用いて，皆様の発想を現実にした．作られた作品を

図４に示す．それらの作品は後日生徒の皆様に届けられた． 

 

 

 

 

図１ ４節歩行機構 

   

図２ デザイン参考例 
 

図３ 実施風景 
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午前の講義では、「電子の気持ちになって半

導体を学ぼう！」と題して、70分程度の講義を

行った。県内の高校から 1 年から 3 年までの 18

人の参加者があった。講師の自己紹介のあと、

身の回りのデジタルカメラ、太陽電池、ハイブ

リッドカー、ＬＥＤ照明などに半導体が使われ

ていることを説明、特に若者が使うスマートフ

ォンなど半導体素子がたくさん入っているこ

とを説明し、まずは興味関心をもってもらい、

計算、記録、発電、発光、通信、撮影などたく

さんの使い方ができる半導体について紹介す

るところから始めた。 

半導体の基礎の説明に入るに際し、難しいが避けては通れないバンド構造をなるべくわかりやす

く説明することを心掛けた。電子を操るにはどうしたらよいかというところを電子が感じるエネル

ギー障壁や電界によるクーロン力をバンド図で表現することを説明し、その例えとして電子が感じ

る障壁を滑り台を上る際の位置エネルギーに例えて説明した。また、化学を習っていない生徒にも

配慮し、周期律表や結晶の共有結合を基礎から説明し、半導体を構成するシリコンやガリウムヒ素

の原子の模型も生徒に触らせるなどして、実感が湧くように努めた。バンド構造では、金属、絶縁

体、半導体の中での禁制帯の意味を説明し、電子にとっての障壁の意味を理解できるようにした。

トランジスタやＬＥＤ、太陽電池で最も重要なｐ－ｎ接合について説明し、電子が感じる傾斜、障

壁がデバイス特性を決めることを説明した。最後は応用例として、論理回路がＦＥＴのスイッチに

より構成されることや、太陽電池、レーザの原理について紹介した。今後も進化する半導体の将来

像として、カーボンによるナノテクノロジーやウェアラブルなどの紹介をした。 

講義中や講義終了後に半導体に興味を持っている生徒から論理回路についてやバイポーラトラ

ンジスタの回路についての質問があるなど、目的意識を持って興味深く参加してもらえたことが窺

えられた。 
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午後の体験入学では、高校 1 年から 3 年までの

18 人が、班に分かれて簡単な電気回路を組み立て

て、光のエネルギーを調べる実験を行った。始めに、

くじ引きで班を作り、自己紹介などして緊張をほぐ

してから、実験を始めた。 

光は、紫から赤外線まで、いろいろな色の発光ダ

イオード（LED）を各班 5 色用意した。LED はブレ

ッドボートを用いて配線し、可変抵抗で明るさを変

化できるものとした。電気回路図を見ながら組み立

てるのはほとんどの生徒が初めてのようで、始めは

恐る恐るだったが、大学院生の補助学生のアドバイスを受けながら、5 分ぐらいですべて班が LED

を点灯することができた。 

実験は、ここからが本番で、可変抵抗で LED に流れる電流値を一定にして、LED の立ち上がり

電圧をテスターを使って測定するものだった。実は、この電圧が光の色によって異なり、光のエネ

ルギーに相当している。この実験には、電流計、電圧計、可変抵抗の係の 3 人の協力が必要で、少々

手こずった班もあったが、すべての LED の測定は 40分程度で終わった。最後に立ち上がり電圧と

光の色（振動数）をグラフに書いて、目ではそれほど明るく見えない紫色が光のエネルギーがもっ

とも大きいことが分かる結果が得られた。 

この体験入学では大学の学生実験を模して、実験指導書を作成した。そこではそれぞれの生徒が

結果を予想、実験データを記入、電卓で計算、最後の結論を出すという構成として、単に LED を点

灯するだけの遊びにならないように工夫を行った。また、最近大学での教育目標の 1 つとなってい

るチームワーク力やコミュニケーションをはかりながら作業を進めることも 1 つの要素として取

り入れたものとなっている。 
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「光についてもっと知ろう」という題

目で宮崎県内の高校生 14 名を対象に約

80 分間講義を行った．最初に，20 世紀

の二大発明と言われる半導体とレーザ

ーを例に挙げながら，これまで電子を用

いて発展してきたエレクトロニクスに

加えて，最近は光を用いるフォトニクス

という分野があり，今後ますますこの分

野の発展が期待できることを紹介した． 

続いて，私たちがモノを見るとはどう

いうことなのか，三種類の色センサーを

私たち（ならびに類似の生物）は持っていることを紹介し，たった三種類で白色を含むすべての色

を再現できることを解説した．太陽光は白色光として最も理想的な光源であり，種々の照明器具は

太古の炎から現代の白色 LED に至るまですべて太陽光を模して作製されてきたことを各種光源の

光スペクトルを例に挙げながら説明した． 

加えて，赤から紫までの目に見える光（可視光）以外にも目に見えない光（赤外光，紫外光）が

あり，それらが見えないにもかかわらず発見された歴史的な経緯を教えた．赤外線，紫外線を測定

する方法として現在最も進んでいる方法についても紹介した．私たちが見ることができない，赤外

線，紫外線でモノを見るとどのような景色になるのかについて，紫外線を検知する昆虫の例を挙げ

て，たとえば花の景色が可視光のそれとは大きく異なることを教えた．また，赤外線は熱線でもあ

り，このことをうまく用いると暗闇でも人の姿をとらえることができる暗視カメラの原理について

も講義した． 

午後の実験では水素原子の発光のスペクトル測定を行ったので，水素原子の原子構造ならびにそ

こから得られる可視光の発光の原理につ

いて講義を行った．水素原子の構造から

これらにエネルギーを与えると異なると

びとびの色の光が発生する原理について

解説した．加えて水素の発光を調べるこ

とで，地球上の水素のみならず宇宙空間

にも水素があることを宇宙に行かなくて

も確認できるということを説明した． 

質問等のやりとりで双方向的な講義が

できた．高校生は長時間にもかかわらず

熱心に聴講していたのが印象に残った． 
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電気システム子学科では，午後に“水素原子の発光スペクトル観測”とういうタイトルで実験を

行った．参加者は 14名おり各班 3‐4 名となるようにグループ分けをし，各班に TA 一人を配置し

た．午前中の講義において光の特性や水素の原子構造，発光原理等の説明があったので実験では解

説は最小限とし，作業時間をなるべく多くとれるようにした．今回作成した簡易型の分光器は各自

持って帰ってもらった．実施内容は下記の通りである． 

 

【分光器の製作と原理の解説】 

透過型回折格子を用いた簡易分光器を全

員が作成した（図 1）．簡易分光器はカッター

とテープで簡単に作成でき，全員が問題無く

完成することができた．各自の分光器を用い

て 3 色のレーザー光源を観察し波長校正グラ

フを作成した．また光の回折現象，および回

折格子を用いた分光器の原理についての説

明を行った． 

【回折現象を利用したレーザー波長の測定】 

今回作成した簡易分光器に使用している

ものと同様の透過型回折格子を用いて，赤，

緑，青の 3 色のレーザー光源の波長を各班で

測定した（図 2）．レーザーの出力光を回折格

子に透過させ光の回折現象を実際に観察さ

せた．回折光をスクリーンに投影し，スクリ

ーンと回折格子間距離，および回折光の間隔

を各班で測定した．測定結果より 3 色のレー

ザーの波長を算出した．測定の誤差について

の説明をした． 

【水素原子のスペクトル観測】 

作製した分光器を用いて放電水素ランプの

発光スペクトル（バルマー系列）を各自観察

した．波長校正グラフより水素原子の発光波

長をもとめた．全員の測定波長の平均値を計

算した．なぜ水素原子は光るのか，なぜとび

とびの発光波長になるのかについて，簡単な

水素の原子モデルを用いて説明を行った． 

図 1 分光器の製作 

図 2 レーザー波長の測定 

図 3 水素の発光スペクトルの観測 
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『計算と推論の理論』と題して、90 分間の講義を行った。県内外の高等学校から 30 数名の参加

者があった。 

まず、情報システム工学科のカリキュラムの概要を紹介し、今回の講義内容は、３年次の必修科

目である「プログラミング言語論」の予告編といえるような位置づけであることと、午後の演習は

この講義内容にかかわるものであることを説明した。 

講義は、数とは何か、足し算や掛け算などの演算はどう定義されるのか、といった基本的な話を、

簡単な算数の問題を例にとって説明することから始め、帰納的関数論やラムダ計算といった計算論

の初歩的な説明を行った。さらに、人間が行っている推論をいかに機械的に扱うかという形式的推

論の例として、自然演繹を紹介した。締めくくりとして、ラムダ計算の拡張である型付きラムダ計

算の説明を行い、これを自然演繹と比較することによって、計算論と形式的推論は実は厳密に対応

しているというカリー・ハワード同型の紹介を行った。 

理論的な話の中には多少抽象的な内容もあり、高校生には難解な内容もあったかもしれないが、

できるだけ身近な具体例を用いて説明するように心がけた。高校生たちは熱心に授業を聞いていた

ようであった。 
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午後の授業では、午前中に実施さ

れた『計算と推論の理論』の講義を

受けて、対話型証明システムを用い

た証明を体験することをテーマに

選んだ。演習環境は当学科のシンク

ライアントシステムを用いたので、

各自が１つの端末を占有できた。言

語は Agdaを使用し、汎用テキスト

エディタである Emacsを用いて、対

話的環境による半自動証明を体験

してもらった。参加者には、予め用

意しておいた各自のアカウントを

利用してログインし、演習内容に取

り組んでもらった。 

演習の冒頭では、対話型証明システムがなぜ重要なのか、といった話を、ソフトウェアのバグの

問題にからめて説明し、いくつかの実例を簡単に紹介した。そのうえで、計算機システムへのログ

イン方法から始めて、エディタの利用方法、Agda言語の命題や証明の書き方や Agdaシステムへの

読み込ませ方、証明補助機能の使い方や自動証明のやり方にいたるまでプロジェクタ上で実演しな

がら説明を行った。受講生３１名程度に対して TA を４名確保したが、予め TA の勉強会を開催し

たこともあり、特にこれといった混乱も無くほぼ全員が使いこなせたようである。演習課題は簡単

な命題論理や数学的帰納法を用いた証明に限定し、等式推論を用いた証明についても用意していた

ものの資料での説明にとどめた。

説明のための資料はホームペー

ジとして作成し、提示しながら解

説したため、プロジェクタ上の説

明を見ながら、手元のコンピュー

タで細かい説明や前後関係を確

認する、といったことが簡単に行

えたようである。不慣れな環境を

用いての作業であり、また、時間

が限られていたので、すべての学

生が時間内に全課題を終了する、

というわけにはいかなかったが、

熱心に取り組む事ができたよう

である。 
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２０１５年１１月１５日（日曜日）に実施したアドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民

に広く知っていただくととともに、地域の方々との交流を深めることを目的に、毎年大学祭の日に開催

しており、今年度で６回目の実施となりました。本事業では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民に

科学実験や科学工作等を体験していただき、工学部の各学科・センターで行われている教育・研究内容

や工学の面白さに触れていただいています。 

 

 今年度は本学部７学科と、３つのセンター（工学基礎教育センター、教育研究支援技術センター、

環境・エネルギー工学研究センター）の１０ブースで実施しました。別紙に小・中学校に配布したパン

フレットを示すが、各ブースとも一般市民が興味を引くようなテーマを設定しました。本事業の企画運

営は工学部地域連携委員会が担当し、各ブースでは各学科・センターの担当教職員の指導の下、多くの

大学生・院生が実験・工作の補佐員として協力しました。来場者に、できるだけ多くのブースを体験し

てもらうためにスタンプラリーを行うとともに、参加者に大学の文房具グッズなどの記念品を贈呈しま

した。 

 

 今年度は３５１名の参加者があり、昨年度と同様に多くの方が来場して大変賑わいました。アンケー

トによると、２０代以下の参加者が多く、両親と一緒に来場された小さい子供や小中学生が、各ブース

で興味深く楽しそうに科学技術やものづくりを体験する姿が見られました。また、「とても楽しかった」、

「楽しかった」という回答が多く、自由意見では「毎年来ています。」、「来年も開いてほしい」など、地

域に対して継続的に楽しんでもらえるイベントになっていることがうかがえました。 

 

最後に、実験・展示を担当して下さいました教職員ならびに学生の皆さんにお礼申し上げます。 

 

 

  

▪♪ⱬfi♅ꜗכ  
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１．どんな実験？ 

液体の洗濯のりはポリビニルアルコールの水溶液できているが、これにホウ砂(しゃ)水溶液を入

れてかきまぜるとゲル化して，ドロドロとしたスライムができる。ポリビニルアルコールの濃度

を薄くして調製すると、通常のスライムより流動性の高い柔らかなスライムができる。この流動

性のスライムにストローの口をさしこんで、息を吹き込むとシャボン玉のようにふくらんで「ふ

うせん（バルーン）スライム」になる。スライムをつくるときに絵の具で色をつけると、スライ

ムが自分の好きな色になるので楽しみが増える。 

 

２．参加者が行った実験の様子 

スライムづくりは子供たちにとても人気のある実験である。スライム自体は市販品として手に

入るが、今回実験でつくったふうせん（バルーン）スライムは市販されていない。子供たちもは

じめて触れるバルーンスライムに興味津々。私たちのブースには多くの子供たちとその保護者が

立ち寄ってくれた。 

液体の洗濯のりをお湯で倍に薄めて、好きな絵の具で色をつけ、あらかじめ調製しておいた飽

和ホウ砂水溶液を入れて、割り箸でひたすらかき混ぜると流動性のあるバルーンスライムができ

あがった。作るのはとても簡単で４，５歳くらいの幼児でも自分でできた。子供たちは手にバル

ーンスライムを取り出すと、スライムのニュルとした感覚が面白く、またベトッとしていながら

手にくっついて残らないのが不思議と言っていた。さて、バルーンスライムに、ストローを差し

込んで息を吹き込んで風船にふくらませるのが難しい。息をゆっくり吹き込むのがコツのよう

だ。大人や小学生高学年生がふくらまずに首を振っている横で、小っちゃな幼児が一回で風船に

ふくらませるのに成功している様子は面白かった。 

このように、参加した皆さんに好評なバルーンスライムづくりになった。また、機会があれば

もっともっと多くの子供たちにバルーンスライムづくりを体験してもらえるようにしたい。 

 
  

かき混ぜてバルーンスライムを作っている様子 掌に取りだした様子 ふくらませた様子 
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古くなったコンクリート構造物をもっと強くさせ

て長く使用するように、様々な対策を行っているが、

このようなことを補修・補強と言う。 

本イベントでは、まずは橋梁の一部分が壊れた場

合、早く補修するために使用する速硬コンクリート

を用いて、その固まる早さを比較・確認し、また、

様々な好きな模型を造って楽しんだ。コンクリート

の固まるにおいての発熱現象を体感し、固まるスピ

ードの確認、固まった後には模型に好きな色を塗っ

て、きれいな模型を作製した。子供も保護者も楽し

んで取り組んで、固まるスピードの調整や色んな形

にできることについて驚いている様子であった。 

その後、実際に発泡スチロールで造った梁と同じ

サイズの発砲スチロールに炭素繊維シートを巻いて

作製した梁の上にそれぞれ立って比較してもらっ

た。炭素繊維シートで巻いた発砲スチロール梁は、

非常に頑丈で、お父さんと一緒に立っても問題な

し！しかし、ただの発砲スチロール梁はすぐ折れて

しまう。非常に面白い現象を体験してもらった。会

場は、家族で、友達同士で一緒に立ったり、跳ねた

りしながら、ずっと和気藹藹の雰囲気であった。 

比較体験後は、速硬コンクリートの硬化メカニズ

ム、炭素繊維シートにより発砲スチロール梁が強く

なる理由について説明した。また、土木、建築分野

における、速硬コンクリートの適用事例、炭素繊維

シートを用いて橋梁、建物、トンネルなどのコンク

リート構造物を補修、補強する研究事例や実績など

についても説明した。 

当日は大勢の子供達と保護者が訪れて、コンクリ

ートを用いての模型の作製、およびコンクリートは

りの楽しい体験をしたと思う。 

  

 

 ◖fi◒ꜞכ♩─  
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我々の身の回りには多くの電気機器があり、その動力源として大きな電力が必要である。水素は

安全かつクリーンな発電が可能であるため、主要な発電原料である化石燃料の代替品として注目さ

れている。さらに水素は水の電気分解で生成するため、余剰電力や自然エネルギーの蓄電としての

役割も期待されている。そこで、環境ロボティクス学科では水素を使った燃料電池を紹介した。ま

た太陽光、金属や果物を使った発電システムについても紹介した。 

まず水の電気分解と、発生した水素による燃料電池の発電を行った。参加者に水の電気分解で水

素と酸素が発生する様子を見てもらい、水素と酸素の反応で燃料電池が発電することを説明した。

その後、参加者に発電した電気でプロペラやおもちゃの車を動かしてもらった。参加者からは驚き

の声が上がるとともに、「なぜ発電するのですか？」、「燃料電池の発電量より、水素製造の消費電

力が大きいのではないですか？」などの質問が挙がった。 

次に太陽光発電は、手のひらサイズのソーラーパネルを使って行った。太陽光の代わりに白色光

をソーラーパネルに照射し、光起電力効果で発電することを説明した。また金属を使った発電は、

金属の腐食を利用した金属-空気電池で行った。どちらも参加者に発電した電気でおもちゃの車を

動かしてもらい、発電を実感してもらった。最後に、レモンに亜鉛板と銅板をつないだ果物電池に

よる発電を行った。ほとんどの参加者が身近な食材から電気を作れることに驚きを示すとともに、

「他の果物でも電気を作れるのですか？」など大変興味を持ってもらった。 

今回のイベントを通じて、参加者には水素、太陽光、金属および果物を使った発電が可能である

ことを理解してもらい、安全でクリーンな発電に関心を持ってもらう機会になったと感じている。 

実演の様子            説明の様子 

説明の様子            実演の様子 
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ものづくりの楽しさを体験してもらおうという趣旨で、勾玉の製作と紫外線硬化樹脂を用いた

小物の製作の２つのテーマを実施した。 

勾玉の製作においては、こちらで準備した石の表面に勾玉の絵を各自で描いてもらった後、紙

やすりで削る作業と研磨用ペーストで磨く作業をしてもらった。また、紫外線硬化樹脂を用いた

小物の製作においては、樹脂に埋めるパーツを各自で選んでもらった後、それらを樹脂に埋め込

む作業をしてもらった。そして、紫外線を当てて硬化させた後、穴をあけて紐を通すための金具

を固定してもらった。製作してもらった勾玉や紫外線硬化樹脂を用いた小物はいずれも記念に持

ち帰ってもらった。当日は、これらの作業などに関するポスターだけではなく、加工のメカニズ

ムについて補足するポスターも掲示し、ものづくりの楽しさを認識してもらうだけでなく、どう

して加工ができるのかという視点を持ってもらおうと工夫した。 

参加者は保護者同伴の幼児・小中学生が多く、子供たちは非常に興味を示し、熱心に作業をし

ていた。一方、保護者の方も興味をもたれ、子供と一緒に作業をするケースが多く見られた。 

準備段階において、テーマ選定や作業内容などについていろいろと試行錯誤を重ねたが、当日

は非常に盛況で、多くの人に楽しんでいただけたものと思われる。特に参加してくれた子供たち

については、我が国を支える高度なものづくりについて、まずはその根本にある楽しさを認識し

てもらい、そこからいろいろな部品や製品に対して、どうしてこのようなものが加工できるの

か、どうしてこのような形状になっているのか、など様々な疑問を持ってもらいたいと考えてい

る。そして、ゆくゆくは将来の進路にものづくりに関わる技術者や研究者などを加えてもらえる

と幸いである。 

 

        

        製作された勾玉の例             製作された樹脂の小物の例 

 

  

ものづくりの作業風景 
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 普段の生活ではあまり意識しない光学的な現象に親しむことを目的として、偏光フィルムを用い

た万華鏡の工作をおこなった。また、展示として三原色 LED を用いた光の合成実験器、および凹

面鏡を使って立体像を結ばせる光学演示器を設置した。 

身近にある液晶ディスプレーやカメラのフィルター、釣り用のサングラスなどに使用されている

偏光素子そのものは、その存在をあまり意識されていない物の一つであろう。今回はこの偏光素子

として偏光フィルムを使った工作を通し、光学的な現象に親しんでもらうべくテーマを選定した。 

工作内容としては、①紙コップの底に 3 センチ四方程度の穴をあけた物を 2 つ作る。②偏光フィ

ルムを適切な大きさに切り取り①で作った紙コップの底に両面テープで張り付ける。③紙コップの

中に入る大きさに切り取った透明樹脂性のフィルムに、セロハンテープなどの透明テープを、色々

な厚さが出来るように貼り付ける、というものである。 

作製した万華鏡についてはおおむね好評であった。無色透明に見えるフィルムに色がついて見え、

その色も簡単な操作で移り変わってゆく様子は老弱男女を問わず興味を引く事であり、多少なりと

も光学的な現象に親しんでもらえたとものと考える。この現象についての簡単な説明書を作成して

説明したが、保護者等以外からの質問がほとんど無かったのは、その概念の難解さに加えて多くの

参加者が小学生以下であったためと思われる。 

また、展示した光の合成実験器については、各原色の組み合わせによって中間色が合成できるこ

とに関心を持って操作をおこなっている様子であった。もう一つの展示装置は凹面鏡を使って立体

像を浮かび上がらせるもので、目に見えているのに触れることができないことに強い興味をもって

体験されているようであった。これらの光学実験装置による体験も好評であったが、質問は保護者

等からのみ寄せられ、参加者にとっては珍しい玩具で遊んでいるような様子であった。簡単な展示

ではあったが、多少なりとも科学的な現象に親しむ機会を提供できたものと思う。 

 今回は対象として小学生程度を想定したので紙コップの穴あけにカッターナイフを使用したが、

実際には未就学児の参加があったため、危険と思われる場合には保護者または担当者（補助者）に

よる加工をおこなった。なお、参加者の加工の様子を見ていると、工作に関心を持って取り組んで

いる様子であるのに、普段あまり工作等を行っていないような印象を受けた。 
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小学生から大人までを対象としていたので、小さなお子さんでもゲーム感覚で遊べるような間

違い探しの画像を用意した。実施は教員１名とＴＡ３名で対応した。 

実施手順は、以下の通りである。 

（１）左右に並べた２枚のよく似た絵を見比べて、違っている部分を探してみましょう。 

（２）答えが分かったら、間違い探しのプログラムを実行して、正解を確認してもらいます。 

（３）画像処理の簡単な紹介も行います。 

参加者には、間違い探しの絵を印刷した用紙を渡して各自で違いを探してもらった。参加者の

多くは小学生と未就学児であったが、その保護者にも一緒に取り組んでいただいた。お子さんは

興味を持って遊んでいたが、特に数名のグループで来ていたお子さんは、解答の速さを競った

り、お互いに答え合わせをしたりと、楽しそうに取り組んでいる様子であった。 

その後、答えの分かった参加者には、画像処理プログラムを実行して、自分の答えとプログラ

ムの答え（正解）を確認してもらった。答えが合っていると喜んだり、見落としていた箇所を見

直したりしていた。また、わずかな時間でプログラムの結果が出ることに驚いている様子であっ

た。 

今回の画像処理プログラムの構成は、入力画像として間違い探し用の似ている画像２枚を用い

て、途中の処理は表示せず、参加者に結果が分かりやすい様に、入力画像の２枚それぞれの間違

っている箇所を枠で囲む処理を行った後の最終結果のみを画面に表示することとした。 

また、保護者や大人の方には、画像処理についての簡単な説明として、ディジタル画像と画

素、ディジタル画像の種類、画像処理の例や昨年度の卒業研究の内容などの紹介を行った。 
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2015年11月より宮崎市で相互乗り入れが可能な交通系ICカードの利用が始まった。このよう

に、買い物や公共交通の支払いに利用される非接触ICカードの普及により我々の生活がより便利

になる。非接触ICカードによるサービスは、近距離無線通信による情報通信技術を利用した最も

身近な例であり、情報システムに関心をもってもらう良い材料である。そこで、非接触ICカード

をテーマに、非接触ICカードが電池を持たないにも関わらず電波を発する仕組みについて、LED

とエナメル線を用いた簡単な工作を通して説明した。 

来場した希望者には、エナメル線で簡易なアンテナを作成してもらい、そのアンテナとLED素

子を結線したうえで小さな箱に封入するという簡単な工作に取り組んでもらった。そして、工作

の成果物をICカードリーダにかざしてもらい、LED素子が発光する現象を楽しみながら、電力が

起こることを体験してもらった。さらに、非接触ICカードが情報のやり取りを行うことを体験し

てもらうために、FelicaタイプのICに記録されるIDmという固有の番号を利用したゲーム「IC 

Buttler」を紹介した。ICカードをもたない来場者には、ラミネート加工のカードを作ってもらいIC

チップを内蔵するICシールを張り付けることで、オリジナルのICカードを作成してもらった。 

来場者からは、LED とエナメル線という簡単なもので LED が光る仕組みについて質問を受けた

り、非接触 IC カードの種類や特徴、そして自身のもつ IC カードに書き込まれている情報、ゲーム

「IC Buttler」の仕組みなどについて質問を受けた。IC シールの添付面には、アンテナ部と IC チッ

プを見ることができ、来場者の多くにとって初めて見る微細なアンテナと IC チップは印象的だっ

たようだ。今回のイベントを通して、非接触 IC チップとのデータのやり取りを体験してもらい、

近距離無線通信による情報通信技術の仕組みについて関心をもつきっかけとなったと思われる。 
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墨流しで素敵な「しおり」 

墨流しは、水に浮かぶ墨汁や絵の具を水面に垂らして模様を作り、出来た模様を紙に写し取る

ものである。平安時代（9世紀頃）から伝わる伝統芸術であり、海外ではトルコにも伝わる。ここ

では、科学を身近に感じてもらうことを目的に、墨流しを体験してもらった。 

必要なものは、墨流し用の市販の絵の具、半紙などの紙、油汚れなどをきれいに洗浄したトレ

イ、きれいな水である。トレイに水を張り、水面に絵の具を置いていく。墨流し用の絵の具は水

になじみにくいため、水性絵の具のように水に溶け込んだりせず、水面に広がる。次に、息を吹

きかけたり、棒でかき混ぜたりして模様を作る。最後に、半紙などで水面を被って、水面に浮い

た絵の具を写し取る。紙の繊維は、水にも油にもなじむ性質を持っているため、墨流し用の絵の

具とも相性がよく、模様がうまく半紙上に転写される。半紙を乾燥させ、ラミネートを施して、

しおり状に加工して完成である。ポスターでは、墨流しの科学的な説明を加え、伝統芸能と科学

との接点を感じられるようにした。 

 

解けてすっきりパズルの世界 

現象に疑問を持ち、それを解決したい。人類が科学を発展させてきた最大の原動力であろう。

それは知的好奇心を満足させることでもある。そのようなことを身近で体験できるのがパズルで

はないだろうか。今年も紐と木や紙で作られたパズルを数種類用意して参加者に解いてもらっ

た。超初級のパズルでも発想の転換がないと解けないという意味では固定概念を捨て去る必要が

あり、これは年齢に関係ないようである。子供があっさりと解いて大人を驚かせていた。また、

今年は紙と紐でできる簡単なパズルを自作してもらった。小さな子供たちは工作には真剣に取り

組んでいたが、それを解くのは難しかったようである。それでも家族がああでもない、こうでも

ないと共に考え、解答を見つける様子はほほえましいものである。出来上がったパズルは持ち帰

ってもらった。 

 

   

 墨流しの様子 パズルの様子 
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COP21で新たな削減の枠組みが定まった二酸化炭素等の温室効果ガス排出対策、石油などの化

石燃料資源の枯渇、東日本大震災時の原発事故に端を発した原子力に依存しない電力供給への期

待などの要因が重なり、太陽光発電に代表される再生可能エネルギーの利用拡大が図られてい

る。再生可能エネルギーのうち、太陽エネルギーは宮崎大学工学部での研究開発が活発な分野で

あり、集光型太陽光発電システムやビームダウン式太陽集光装置などの実証実験設備を設置して

実用化・産業化を目指した研究を推進している。 

我が国において太陽光発電は固定価格買取制度の導入によって急速に拡大しているが、太陽熱利

用は平板型集熱器を用いた太陽熱給湯がわずかに認知されている程度であり、日本での普及が遅れ

ている。太陽光線を 1 ヵ所に集めることが可能な太陽集光装置を利用すると高温の熱を作ることが

でき、蒸気タービンによる発電や化学反応のエネルギー源となる。さらに低温の熱は農業用ハウス

の空調、木材乾燥、養殖漁業の熱源として利用することによって燃料費を削減し、宮崎県の農林水

産業に貢献することも可能となる。このような集光太陽熱に関する研究を若い世代に知ってもらい、

ビームダウン式太陽集光装置を始めとした充実した施設の認知度を向上させて、理工系への関心を

深めるために「環境・エネルギー工学研究センター」として例年どおり参加した。 

内容は、工学部における太陽エネルギー利用技術開発の動向を大判ポスターにより広報すると

ともに、太陽光・太陽熱同時発電システムの展示を行った。太陽熱を利用して色々なことが実現

可能であることを知ってもらうため、太陽熱温水器模型キットを提供し、製作してもらった。さ

らに屋外に大型ソーラークッカーを設置して太陽熱を用いたポップコーン作りに挑戦し、試食し

てもらった。太陽熱温水器模型の製作には幼児から成人までの幅広い年齢層の人が挑戦し、太陽

エネルギーへの関心向上に役立ったと考えられる。また、ソーラークッカーよって調理されたポ

ップコーンは太陽の恵みを受けて、おいしいと好評であった。当日は一日中、太陽の光が降り注

ぐ絶好のコンディションであったため、完成した太陽熱温水器模型中の水の温度もぐんぐん上昇

し、作ることの出来たポップコーンも大量となり多くの方に食して頂いた。太陽熱温水器模型キ

ット製作スペースへの直接の出入り口がないため、来場してもらうことに苦労した。次回は、太

陽熱温水器模型に多くの方が参加できるように、会場の配置を検討したい。 
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教育研究支援技術センターでは、「ガラス細工体験教室」と題して、ハンダゴテを使ったòステ

ンドグラスペンダントó 製作、バーナーを使ったòガラス置き物ó 製作を実施した。製作手順は以

下の通りである。 

＜ステンドグラスペンダント＞ 

1. ガラス板（ステンドグラス）を 2 枚選び、ガラス板の外周に銅テープを貼る。 

2. ハンダゴテを使って、銅テープの上にハンダを流し込みガラス板同士を接合する。 

3. ストラップ用のフックを接合し、フックにストラップを通す。 

＜ガラス置き物＞ 

1. ガラス管の中に色ガラス粉末を入れる。 

2. ガラス管を回転しながらバーナーで加熱し、色ガラス粉末をガラス管内壁に溶着させる。 

3. さらにガラス管を回転しながら加熱し、球状に溶かす。 

4. 球状に成形されたガラスをバーナーで徐冷し、徐冷剤の中に入れてゆっくり冷ます。 

ステンドグラスペンダント製作では、体験者に好きな色の組み合わせができるようにガラス板

（ステンドグラス）を 10 色用意し、予め 2cm 角にカットしたガラス板端面の面取りを行い安全面

に配慮した。また、2 つのガラス板を自由な形に組み合わせ、接合してもらうことでオリジナル作

品ができるよう工夫した。 

ガラス置き物製作では、体験者に好きな色の組み合わせで花模様を作れるよう色ガラス粉末を 6

色用意した。また、予めガラス管の端部にスタンドを成型し、その反対側にガラス球を作ったらそ

のまま置き物になるよう設計した。加えて、徐冷剤を使うことで加熱したガラスが急冷によるひび

割れを起こさないよう工夫した。 

両体験とも体験者 1 名に対してスタッフを 1 名配置し、体験者の製作が難しい部分はスタッフが

サポートし、安全面に配慮しながら充実した加工体験ができるよう工夫した。 

来場者は、ステンドグラスペンダント製作：28 名、ガラス置き物製作：27 名、見学者：36 名の

合計 91 名であった。アンケート結果より、両体験とも好評であり、ステンドグラスペンダント製

作では「初めてハンダゴテを使って楽しかった」、ガラス置き物製作では「普段できない体験（バー

ナー加工）ができて良かった」という意見が多かった。ガラス細工を通じてものづくりの楽しさを

体験してもらえたのではないかと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

製作風景① 

（ステンドグラスペンダン

ト） 

製作風景② 

（ガラス置き物） 

完成品 
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平成 27 年 10 月 25 日（土曜日）に延岡星雲高校において県北地域進学説明会を実施した。本説

明会の構成は、全体説明会と学科別に行う学科紹介の 2 部構成とした。また、昨年に引き続き、最

大 2 学科の学科紹介に参加できるようにプログラムを構成し、生徒に進路選択に関する多くの情報

を与えることに務めた。宮崎大学からの参加者は、教務担当副学部長、各学科説明等担当教員 7 名、

および学生 7 名、教務・学生支援係から 3 名であった。一方、全体説明会には生徒 41 名が参加し、

学科紹介に参加した生徒は延べ 81 名にのぼった。 

県北地域進学説明会では、先ず、参加者全員に対して 7 学科の紹介や取得可能な資格及び入試情

報について説明を行った。その後、生徒は 7 学科の学科紹介に参加し、習得できる能力、高校時代

に準備しておくこと、卒業後の進路、特徴ある教育・研究について、教員や現役の学生から説明を

受けた。また、学科紹介と同時に保護者への個別相談コーナーも設けており、就職状況、奨学金、

大学での修学について質問を受けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       全体説明会の様子             学科紹介の様子 
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1998 年に科学技術庁後援で「科学フェスタ'98in 宮崎科学技術館」を開催して以来、2015 年ま

で 17 回の科学の祭典を継続して開催している。夏休みに一人でも多くの青少年に自然科学の面白

さを体験してもらうことを目的としており、昨年の宮崎大会は 6 千 8 百人に来場いただいた。 

平成 27 年度の「青少年のための科学の祭典宮崎大会」は 8 月 7 日(金)～9(日)の 3 日間で開催す

ることができた。本大会は(財)宮崎文化振興協会と(財)日本科学技術振興財団が費用を拠出してい

るが、本大会の運営は小・中・高等学校、高専、大学などからの教育指導者で構成される実行委員

会が行っている。これら教育機関からの支援がなければ大会運営は困難である。宮崎大学工学部に

は第 1 回大会から支援・協力をいただいている。本年度も教育研究支援技術センターをはじめ工学

部の教職員の協力を願った。子供達にも大好評の演示実験をしていただいたことに、実行委員とし

て深謝している。同時に、次年度も工学部からの本大会へのご理解、ご協力をお願いする次第であ

る｡ 
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物理、化学、生物、地学、環境、エネルギー

領域に関わる展示物、演示実験や工学、農学、

医学分野など科学技術に関わる展示物、演示

実験やワークショップなどを実施しました。

たくさんのご来場ありがとうございました。 

 
青少年のための科学の祭典実行委員会 
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8 月 9 日に「青少年のための科学の祭典 2015 宮崎大会」に出展した。 

我々は「オリジナル芳香剤を作ろう」というテーマで実験を行った。実験は，好評であり，順番

待ちができるほど賑わい，一日で 300名以上の子供達が実験を体験してくれた。実験方法等は以下

の通りである。 

 

●どんな実験なの？ 

ケーキやアイスを買うとお店で入れてくれる「保冷剤」。冷凍庫に入れると堅いですが室温に戻すと

プヨプヨ。この保冷剤の中には「高吸水性ポリマー」が入っています。高吸水性ポリマーは「紙おむつ」

などに入っている水を吸う高分子。わずか数グラ

ムで 1 リットルの水を吸収できます。高吸水性ポ

リマーは保水性，吸引性，ゲル化力などの特性が

あるためゲル芳香剤としても利用されています。

今回の実験では保冷剤から高吸水性ポリマーを

取り出し，色と香りを付けてオリジナルの芳香剤

（右図）を作ります。 

 

●実験のしかたとコツ 

(1)  保冷剤から中身を取り出し適量プラスチックのコッ

プに入れる。 

(2)  水性絵の具を少量入れ，割り箸等で良くかき混ぜ，容器に

入れる。 

(3)  工夫すれば色々な色を重ねることができ，カラフルにでき

る。 

(4)  シールや，ビーズ等を入れて飾る。 

(5)  好きな香りを入ればオリジナル芳香剤の完成。 

(6)  香りは 1 種類だけを少量入れましょう。大量の香りを入

れると臭いがきつくなります。 

 

 

図 オリジナル芳香剤
ほうこうざい

.  

図 実験の様子.  
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８月７日～８月９日の３日間「青少年のための科学の祭典 2015宮崎大会」に出展した。 

今回、RI 木花分室としては初めての出展ではあったが、平成２３年の東北地方太平洋沖地震によ

る福島第一原子力発電所事故の被害等によって放射線・放射能への来場者の関心は高く、対応を一

人でしたこともあるが、休憩を取れないほど家族での参加が多かった。 

 出展内容は、目に見えない放射線を測る測定器の種類や使用方法の紹介、および知らないだけで

身近にある放射線を出す物を使った測定を主に行った。 

参加者からは放射線源から距離を取ることや、遮へい物を置くことで線量が変わりおもしろかっ

たという声や、こんなに身近にある物からも放射線がでていることに驚いたという声を頂いた。 

 なお、準備した放射線測定器及び放射線発生源は以下の通りである。 

 

○放射線測定器 

測定器はＲＩ木花分室にある物だけでなく、国際連携センターからも借り受け、ＧＭサーベイ

メータ１台、広範囲ＧＭサーベイメータ１台、シンチレーションサーベイメータ１台やポケット

サーベイメータ２台を用意し、それぞれの測定器による違いなども体験してもらった。 

   
 

○身近にある放射線発生源 

放射線発生源としては、肥料、温泉のもと、キャンプ用ガスランタンのホヤ、鉱物標本、消臭

器やブレスレット等を用意した。また参加者からの持込も受け付けたところ、夏休みの自由研究

として宮崎県内の岩石が持ち込まれたのでこれの測定も行った。 
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 教育研究支援技術センターでは、8 月 7 日より宮崎科学技術館で開催された「青少年のための科学の

祭典 2015 宮崎大会」に 8 月 7, 8 日の 2 日間出展を行った。今年は、例年実施しているハンダゴテを用

いた回路工作ではなく、「夏の夜空をつくろう!! 」をテーマに LED （発光ダイオード）と星砂を用いた

星座盤作りを実施した。 

今回製作した星座盤は、小学校で学習する「夏の大三角」を題材に取り上げ、星々を LED と蓄

光剤（太陽光などのエネルギーを吸収し、暗闇で発光する塗料）を塗布した星砂で表現した。本作

品は、以下のような工程で製作することができる。 

1. 印刷した星図に好きな色の星砂を貼り付ける。 

2. 星図に LED 用の穴を開ける。 

3. 写真立てに LED と電池ボックスを取り付ける。 

4. 星図を写真立てに取り付ける。 

今回は、LED 付きケーブル製作等のハンダゴテを必要とす

る工程を事前加工しておき、参加者には、星々をレイアウトで

きる工程 1 と回路部品を写真立てに取り付ける工程 2～4 を体

験してもらった。工程 1 では、星座以外の部分に「天の川」を星砂で表現するなど、自由にレイア

ウトして楽しんでもらい、作品完成後に暗所で星々が光る様子を観察してもらった。 

今回、2 日間で小学生を中心に幼稚園児から高校生まで合計 166 人もの方に参加頂いた。親子で

製作に取り組んでいた参加者も多く、実際の参加者は 200 名を超えていたと思われる。また、参加

者に実施したアンケート結果では、「星が光るのでびっくりした」、「他の星座でも作りたい」など

のほか、保護者の方からも「幼稚園児にも分かり易く工作のお手伝いをして頂けたので上手に作る

ことができました」などの感想を頂いた。今回の出展では、子供たちだけでなく家族で科学やもの

づくりの楽しさを体験してもらえたのではないかと思われる。 

 

 

 

 

完成品 

LED を取り付ける様子 星砂を貼る様子 暗所で作品を観察する様子 
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「宮崎サイエンスキャンプ（科学どっぷり合宿）」は、宮崎県の「みやざきの科学教育推進事業」

の取り組みとして開催されており、その目的は、合宿による先端科学技術体験学習を通して、中・

高校生の理科への興味・感心を高めるとともに、新たな科学技術の創造への夢と意欲をもたせるこ

とである。宮崎大学はこの事業に全面的に協力しており、今年度も工学部、農学部及び医学部で体

験学習が行われた。 

なお、「みやざきの科学教育推進事業」は、宮崎県の小・中・高等学校及び大学の理科教育に関係

する教諭、校長、教員及び教育委員会の職員がその推進委員となっており、小学校から大学にわた

る学校種間の連携事業であり、宮崎県の極めて独創的な活動である。 

 

                   記 

 

日時： 平成２７年８月４日から８月７日 （宿泊場所：青島青少年自然の家） 

８月４日     １０時００分       開会行事            （宿泊場所） 

           １４時００分           オリエンテーション    （宮崎大学） 

        １７時―１９時      講習会                （宮崎大学） 

８月５日及び６日   ９時―１６時         体験学習                 （宮崎大学） 

        １６時３０分―１８時３０分   講習会             （宮崎大学） 

８月７日        ９時００分       感想発表会           （宿泊場所） 

１２時３０分          閉会行事              （宿泊場所） 

体験学習場所：宮崎大学工学部、農学部、医学部  

各学部４講座で体験学習； 合計１２講座 

対象者・参加者：宮崎県内全域の中学校及び高校からの応募者１０３名のうち、選考の結果４４

名（中学３年生１２名、高校１年生１２名、高校２年生２０名）の生徒が参加した。 

 

内容： 

受講生は青島青少年自然の家を宿泊場所として、初日のオリエンテーションでは、各学部で

開催される講座内容を中心とした研修を受講した。2日目と3日目の昼間は９時から16時まで上

記の学部の実験室で科学実験を体験した。工学部では「コンピュータグラフィックスなど映像

技術の展望」、「温度を感じて変化するプルプルゲルを合成しよう」、「廃棄物を資源として甦ら

せ環境を守る」、「０と１の信号で音楽を演奏させてみよう」の４講座が、農学部では、「肉種判

別検査を体験しよう」、「植物の香りを抽出・分析してみよう」、「花粉のダイナミックな動きを

見てみよう」、「海洋環境と微生物の生態を調査してみよう」の４講座が実施された。また、医

学部では「一日救急救命医になろう ‐救急・災害医療の模擬体験‐」、「脳科学体験」、「肥満

の脂肪組織で今何が起こっているか？」、「ヒトに内在する降圧ペプチドとその受容体の機能解

₈╖╛↨⅝─ ₉─
₈ ◘▬◄fi☻◐ꜗfiⱪ₉ 
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析」の４講座が実施された。受講生はこれらの実験講座の中から自分の興味ある２つの講座を

選択し、１日につき１つの講座を体験学習した。また、夜の講習会では各学部から教員や院生

・学生が参加し、大学での学習、研究や生活などについて受講生との懇談を行なった。工学部

からは１４名の大学院生と１名の教員が参加した。 

受講生アンケートによると、「自分も大学に進学したら多くの研究をしたいと思いました。」、

「楽しくて、あっという間に時間が過ぎていきました。」、「宮大について様々なことが分かり、宮

大に行きたいと思った。」などの感想が寄せられ、すべての生徒が満足してくれたようである。 

 

 

≢ ↕╣√ ≈─ ─ ⁸ ┘ ┼ ⇔√  

 

講座番号５ 

題目：「コンピュータグラフィックスなど映像技術の展望」 

担当：坂本 眞人 准教授（情報システム工学科） 

内容：今日、画像処理、コンピュータグラフィックス（CG）、アニメーション、バーチャルリアリテ

ィ（VR）、拡張現実（AR）など映像技術がめざましい発展を遂げており、今後も重要なコミュ

ニケーション手段の一つとして科学、設計、医療、教育、訓練、経営、芸術、娯楽など様々

な分野に貢献していくことでしょう。 

本講座では、これら映像技術の変遷と今後の動向について勉強して頂き、実際に関連するソ

フトウェアを用いて映像技術の一端に触れながら理解を深めて頂こうと思っています。 

 

講座番号６ 

題目：「温度を感じて変化するプルプルゲルを合成しよう」 

担当：塩盛 弘一郎 准教授（環境応用化学科） 

内容：私たちのまわりは、ポリマーや高分子と呼ばれる、小さな分子が長く手をつないだ物質がい

っぱいです。タンパク質、DNA、ゼリー、コンニャク、紙おむつの吸水材、プラスチックなど

食べ物からおもちゃまでポリマーで出来ています。水を良く含みプルプルした感触のポリマ

ーにヒドロゲルと呼ばれるものがあります。最近は、ケガしたときの「ばんそうこう（カッ

トバンやバンドエイド）」にも使われています。この実験では、N- イソプロピルアクリルアミ

ドという小さな分子を長くつなげて、温度が変わると性質が変わるおもしろいポリマーを合

成します。また、分子のつながり方を変えると、水に溶けたりゲルになったりと、性質も大

きく変わります。温度を変えるとポリマーを溶かした水が白くにごったり、ゲルが小さくな

ったり、プルプルの固さが変わったりする変化を観察しよう。 

 

講座番号７ 

題目：「廃棄物を資源として甦らせ環境を守る」 

担当：関戸 知雄 准教授（社会環境システム工学科） 

内容：日本は採取できる資源が少なく国土の狭い国です。今後は廃棄物をリサイクルし、資源やエ

ネルギーとして社会の中で安全に循環利用する技術開発が求められています。この体験学習

では、 

(1) なぜ廃棄物のリサイクルが重要なのか？ 

(2) 廃棄物のリサイクルは安全か？ 

(3) 最新のリサイクル技術と問題点 

について、わかりやすく講義をします。実験演習では実際の廃棄物を使ってリサイクル製品

を作成し、その性能、および環境に対する安全性や影響を評価する技術を学びます。 
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講座番号８ 

題目：「０と１の信号で音楽を演奏させてみよう」 

担当：佐藤 治 教授（環境ロボティクス学科） 

内容：私達の生活では、お金の計算は10進数、時計の針は12進数（60進数）に慣れていますが、コ

ンピュータの中身は「0」と「1」の2進数です。たとえば2進数の「1111」は10進数では「15」

になります。プログラム（機械語）を組む場合にはこれを16進数「1～9ABCDEF」で表します。

前半では光の点滅の速さと、モータの回転速さを変更するプログラムを作成し、その結果を

マイコンに実演させます。後半では音楽を演奏するためのプログラム（データ表）をつくり、

マイコンに音楽を演奏させます。 
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                                  SSH      

 

宮崎県立宮崎北高等学校は平成 15 年度以降、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクー

ル（SSH）の指定を受けている。今年度は平成 24 年度からの 5 年間の指定の中で 4 年目を迎え

た。宮崎大学は、SSH指定初年度より同高校からの協力要請を受け、工、農、教育文化学部から

それぞれ１名の運営指導委員が委嘱され、下記のとおり、その運営に協力している。 

北高の SSHにおける研究課題は「科学的な探究方法の学びや体験をとおして、事象や原因を

客観的に捉え解明しようとする態度や論理的な思考力を身につけさせるとともに、国際的な視

野に立って自らの考えを発信し、将来、科学の発展に寄与できる人材の育成をめざす教育課程

や指導方法、及びその研究成果の普及に係る研究開発」である。その取り組みの中で、「スーパ

ーサイエンスコミュニケーションⅠ」の授業の成果として昨年度から実施されている、英語に

よるポスター発表や、学校設定科目の一つ「科学探求」における研究指導、高大連携として、高

大接続を目的とした「高大ブリッジシステム」の研究・実践、について宮崎大学工学部が協力し

ている。 

 

記 

 

平成２７年度 宮崎北高等学校 SSHに対する協力 

1．運営指導委員会 

    第 1 回 平成 27 年 7 月 9 日  宮崎北高等学校 尚志館 

    第 2 回 平成 28 年 3 月 11 日  宮崎北高等学校 尚志館 

              

2. サイエンス科 3 年生「科学探究 英語によるポスターセッション大会」の審査員担当 

    平成 27 年 7 月 9 日 13：20 ～ 15：55  宮崎北高等学校 第 1 視聴覚室 

       審査員：本学外国人留学生 9 名 

 

3. サイエンス科 2 年生「科学探究 英語によるポスターセッション大会」の審査員担当 

    平成 28 年 3 月 11 日 13：20 ～ 15：55  宮崎北高等学校 第 1 視聴覚室 

       審査員：本学外国人留学生 9 名 

 

4．推薦入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学のセンター試験を課さない推薦入試合格者に対し、入学前に工学教育基礎

センターが数学、物理の課題を課している。 

 

 

 

─┼ꜟכ◒☻▬fi☻Ɫ◄▬◘כⱤכ☻  
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 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや

奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定され

ている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 

 

記 

 

平成 27 年度 宮崎西高等学校附属中学校への講義 

 

平成 27 年 10 月 28 日 

₈ ≤  Ⱶ◒꜡⌂ ⅛╠ⱴ◒꜡⌂ ╕≢ ₉ 

☿fi♃כ   

 

【講義内容】 

2015 年 10 月 28 日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて、2 年生 77 名を対象として講義と

実験を行った。前半の講義では、原子・原子核・素粒子とは何なのかを解説し、日本が 113 番目の

元素の命名権をもうすぐ獲得する可能性が高い事を紹介した。（その後、2015 年 12 月 31 日に理化

学研究所のグループが実際に命名権を獲得した。）そしてこの宇宙に存在する 100 種類近い元素の

原子核は星の内部で合成された事を解説した。さらに、今年度のノーベル物理学賞受賞研究に関連

し、ニュートリノ及びニュートリノ研究の解説を行った。後半の実験では、ヨウ化ナトリウム（NaI）

サーベイメーターを用いて生徒に放射線測定を体験してもらった。生徒達は積極的に、室内の環境

放射線量や、食物や人体に含まれる塩化カリウム、ランタンのホヤ等の身近な物から出る放射線の

測定に参加した。またアルミニウム、銅、鉛を用いて金属による放射線の遮蔽効果の測定を行い、

放射線と物質の相互作用に関する考察を行わせた。生徒達は、地球上で我々が日常的に放射線を浴

びている事に驚くと共に、非常に熱心に実験に参加していた。また、新元素発見やニュートリノ検

出など最先端研究に関する質問も多く寄せられ、基礎物理学への関心の高さが伺えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

┼─  
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講義実施日：平成 27 年 11 月 16 日 

₈ ה ┼─ ╩ ⇔√꜡Ⱳ♇♩ ₉ 

  ꜡Ⱳ♥▫◒☻    

 

 

【講義内容】 

 2016 年 11 月 16 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生 80 名、教職員 3 名が宮崎大学に来

学し、プレゼンテーションルーム（D204）にて「医療・福祉分野への応用を目指したロボット工学」

というタイトルで講義を行った。講義の内容は、まず大学とは、工学部とはどんなところなのか、

私の学生時代（特に西高時代、宮崎大学の学生時代）、大学で開発している福祉・介護機器の最新情

報（特に表情筋での車椅子制御システム、ロコモティブシンドローム推定システム）およびその基

礎知識に関して座学形式で講義を行った。その後、生徒数名を選出して生体信号の計測体験、車椅

子制御体験をしてもらい、また、ほぼ全員の生徒に対して、歩行動作からのロコモティブシンドロ

ーム推定結果表示を行った。 

 講義中は熱心にメモ等を取りながら聞いており、機器の体験に関しても間近でクラスメイトが機

器をコントロールしているのを見て、とても興味を持っているように感じられた。最後の質疑応答

に関しても、多くの質問がなされた。後日頂いたアンケート結果から、講義をとおしてロボットや

福祉分野に関心を持ってくれたようであった。 

 将来、本講義を受けた生徒の中から工学の分野で活躍する生徒が一人でもいることを期待してい

る。 
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本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏

まえ、平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）の各

部会で継続して高大連携が進められています。本稿では、平成２７年１月から１２月における本ネ

ットワークの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用のウェブページ（宮崎大

学工学部のトップページに入り口があります）に掲載していますので是非ご覧ください｡ 

 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 

http ://www.miyazaki -u.ac.jp/tech/eng-network/index.html  

 

 

１．高大連携と教科間の連携（物理・数学） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に開

催している。この会合では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学の教員による教

育研究の発表などが行われている。平成２７年には３回の会合が開催された。以下に各会合の概要

を紹介する。 

 

○第２５回会合（平成２７年３月２９日） 

アクティブラーニングをテーマに、宮崎大学工学部教員による講演とそれに基づいて意見交換が

なされた。講演では宮崎大学工学部のアクティブラーニングの取り組みについて概要が紹介され、

つづいて模擬授業形式での事例紹介がなされた。つづく意見交換はアクティブラーニング体験を踏

まえてのものであり、大変活発なものとなった。 

 

○第２６回会合（平成２７年７月４日） 

第１５回会合（平成２３年３月）よりプロジェクト化して進めている「高等学校における物理と

数学の連携」について、引続き協議が進められた。高校での具体的な実践例が紹介され、実践上の

課題などについて情報共有および意見交換がなされた。また、前回会合で好評だったアクティブラ

ーニングの活用についても今度は高校側の実践例が紹介され、議論が深められた。アクティブラー

ニングについては今後も重要なテーマとして協議を続けていくことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

≤ ≤─ Ⱡ♇♩꞉כ◒ 
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○第２７回会合（平成２７年１１月１日）： 

第２７回会合では、新しい試みとして、本連絡会と工学部ＦＤ委員会との共催で「アクティブラ

ーニング（ＡＬ）講習会」を企画し、連絡会と同時開催とした（午前に物理連絡会を、午後にＡＬ

講習会を開催した）。午前の連絡会では、大学・高校それぞれにおけるアクティブラーニング実践例

が報告されアクティブラーニング活用について協議が進められた。午後の講習会では、ＡＬ型授業

の実践・研究で著名な外部講師を招いての講演会が行われ（表題は「アクティブラーニング型授業

の意義・効果・始め方」）、アクティブラーニング型授業が求められている理由についてなど理解が

深められた。 

 

２．インターンシップ（機械系） 

「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での授業体験）を平成

２７年８月２０日、２１日、２４日の３日間で実施した。これは、高大連携協議会（機械系）にお

いて、高校側から提案された要請に応えて実施したものである。内容は大学１年で実施する専門教

育入門セミナーを高校生向けにアレンジしたものである。 

初日午前中に学科紹介等のオリエンテーションを行った後、３日間にわたり４テーマ分の体験授

業を実施し、それぞれのレポートを提出させ、最終日の午後に発表会を実施した。 

参加者は、延岡工業高校（１名）、佐土原高校（４名）、宮崎工業（１名）、小林秀峰高校（１名）、

都城工業高校（３名）からの１０名であった。事後アンケートを実施し、参加者全員が進学を希望

しており、進学の参考とすることが目的で、全員がほぼ参加目的を達成できたと考えていることが

わかった。 

 

 

３．高大連携協議会（機械系） 

工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催してい

る。平成２７年の主な協議内容は次の通りである。 

 

○平成２７年１１月１９日（於 宮崎工業高校） 

高校ならびに大学の現状報告が行われた後、今後の高大連携について次の検討を行った。 

①デザイン課題に関する授業の相互乗り入れについては、生徒への負担増や実施期間の問題があ

り、今後実施しないこととした。 

②大学での高校生のインターンシップについての報告があり、来年度も実施することとした。 

③高校での大学生のインターンシップについては、宮崎県が実施しているスクールトライアルを

使用することとした。また、教育実習に合わせて実施することも可能との情報提供があった。 

 

以上 
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等

専門学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅

力についての紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学

との連携の一環として、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部

入試課までお願いします。 

 平成２７年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内( 進学説明を含む) を

紹介します。 

 

    数の不思議と歴史について 

   工学基礎教育センター 梅原 守道 

    ６月５日（金）10:50～12:40  宮崎学園中学校  ４０名 

  

   

 

 

    電気と磁気の“見える化”のはなし 

   電気システム工学科 武居 周 

    ６月１３日( 土) 10 :00～11:50  宮崎県立宮崎北高等学校  １２６名 

  

 電気と磁気を直接的に目で見ることは、可視光などの例外を除き不可能である。このため、シミ

ュレーション技術を用いて電気と磁気の振る舞いを明らかにした上で、人間が視認できる可視化情

報によって表現する「見える化」が、電気システムの設計や、使用時の安全性担保において非常に

重要な役割を担う。本講義では、スーパーコンピュータ等の高度な並列計算機を効率良く用いるた

めの並列化アルゴリズムに基づく高性能電磁界解析手法による電気と磁気の「見える化」の原理と

適用事例について、電気と磁気の基礎についても触れながら概説する。 
 

 

    今後のエネルギー産業 

   電気システム工学科 迫田 達也 

    ６月１３日( 土) 11 : 00～12:00  鹿児島県立鹿屋高等学校  ２０名 

  

  今後のエネルギー産業について以下の３つをポイントに講義した。(1) エネルギー産業が大きく

変わる“政策”は、ある意味手が打たれており、今後の我が国の生きる手立て、価値観について国

民の相互理解が必要であること、且つ、理想論ではなく、これまでの経緯、現実( 九州の経済は特

に) を理解した上で若い世代も含めて、マスコミに躍らされることなく、作り上げることが重要で

あること。(2) スマートグリッドに関しては、技術的要素は既にほぼ確立されている。(3) 今ある設

備との協調の必要性に加えて、アセットマネージメントの考え方に沿って設備更新が行われてい

る。 
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    環境に優しい有機化学の確立を目指して 

   環境応用化学科 菅本 和寛 

    ６月１３日（土）10:40～12:10  鹿児島県立鹿屋高等学校  ２０名 

  

   

 

    社会を支えるソフトウェア 

    片山 徹郎 

    ６月１９日( 金) 14: 00～15:15  宮崎県立福島高等学校  ２３名 

  

  自分たちの身の回りに多くのコンピュータが存在し、ソフトウェアが無ければもはや社会や経済

が動かない事実を認識してもらい、ソフトウェアを作ることの重要性や大変さ、やりがいについて

講義した。 

 

 

    機械工学で解決するエネルギー問題－エンジンと太陽熱の研究－ 

   システム工学科 長瀬 慶紀 

    ６月２０日（土）10:30～12:00  宮崎県立小林高等学校  １１名 

 

  機械工学の基礎学問とそれを応用した研究分野についての説明を行い、エネルギー問題解決への

取り組みに視点を置いて、機械工学のエネルギー分野の中で熱工学についての大学での講義と研究

を紹介した。（熱工学に関連のある講義を50分程度、研究に関する内容を30分程度、機械工学およ

び機械設計システム工学科についての紹介を10分程度） 

 

 

     土木計画と社会の関係について 

    嶋本 寛 

    ６月２０日（土）10:30～12:00  宮崎県立小林高等学校  １２名 

 

   

 

     宮崎大学の再生可能エネルギー研究 

   環境応用化学科 保田 昌秀 

    ６月２０日（土）10:50～12:00  宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校  １６名 

  

  ・「University  of Miyazaki GUIDE 2016」を使った、宮崎大学および入試関係の説明 

  ・都城泉ヶ丘高校 OBの学部学生の自己紹介 

  ・模擬授業および質疑応答 
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     現代社会におけるロボットの開発・活用 

   環境ロボティクス学科 佐藤 治 

    ６月２７日（土）10:50～12:00  宮崎県立延岡高等学校  ５９名 

 

  朝日新聞「ロボットと私/2030年ロボットに望むこと」アンケート結果( 一般688名、ロボット研

究者81名) に関連して、①「外科医/ 実現可能性/ 外科手術ロボットダヴィチに不足した力覚を付加

した日本の研究例( 東京医科歯科大学) 」、②「兵士/2012年アメリカ国防省が始めたRobotics 

challenge /2014 年、2015年の実施例」、③「2008年から企業の枠を超えて共同開発された乗用車自

動ブレーキシステム」等について、ビデオクリップで説明するとともに、持参したマイコンの16進

数プログラムによるモータ速度制御/ 音楽演奏の実演を行い、「センサ・コンピュータ・アクチュエ

ータ」三位一体のロボット技術に関する理解度向上を図った。 

 

 

     

   電子物理工学科 吉野 賢二 

    ７月６日（月）9:00～10:00  鵬翔高等学校  ５０名 

  

  エネルギー問題、自然再生可能エネルギー、および太陽光発電研究の現状についての講義を 

行った。 

 

 

     

   環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

   ７月７日（水）14:50～16:30  宮崎県立高千穂高等学校  １５名 

 

  物質は何種類あるか？、化学物質の成り立ち、科学・工学とは？、化学の役割、環境応用化学科

の紹介、化学系技術者の役割、環境応用化学科で行われている研究紹介、環境への貢献などについ

て講義および紹介した。 

 

 

    宇宙物理学への招待 

   電子物理工学科 森 浩二 

    ８月７日（金）11: 00～12:20  宮崎県立延岡星雲高等学校  １２名 

 

  現在の宇宙物理学の最新の話題を中心に抗議を行った。また、工学部における衛星搭載X線検出

器開発についても説明を行った。 
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   情報システム工学科 坂本 眞人 

    ９月１１日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ４１名 

 

  今日、画像処理、コンピュータグラフィックス、アニメーション、拡張現実（AR）、バーチャル

リアリティ（VR）、など映像技術がめざましい発展を遂げており、今後も重要なコミュニケーショ

ン手段の一つとして科学、設計、医療、教育、訓練、経営、芸術、娯楽など様々な分野に貢献して

いくことだろう。本講義では、これら映像技術の変遷と今後の動向について勉強する。 

 

 

     

   電気システム工学科 窪寺 昌一 

    ９月１１日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ５２名 

 

     

     

  

 

     

   機械設計システム工学科 各務 聡 

    ９月１１日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ５７名 

 

  宇宙推進機の研究を例として、大学の研究について説明すると共に、大学の授業内容の違いと関

係について説明した。 

 

 

     

   環境応用化学科 横井 春比古 

    ９月１１日（金）14:40～16:30  宮崎県立宮崎西高等学校  ４６名 

 

  講義の前半は、工学部環境応用化学科での教育内容、卒業後の進路及び各教育研究分野での研究

について概要を説明した。後半は、生物環境化学分野での具体的な研究内容として、微生物機能を

活用するバイオエネルギーの生産について概要を説明した。 

 

 

     

    金子 宏 

    ９月１２日（土）10:45～12:25  宮崎県立宮崎南高等学校  ８０名 

 

  工学部志望者の増加を狙いとする高校の要望を勘案して、宮崎大学で行っている太陽光発電と太

陽熱利用技術の研究開発および工学部の教育について説明を実施した。 

  日本の大学として唯一設置されているビームダウン式太陽集光装置と集光型太陽光発電システム

の魅力を語り、太陽光発電、集光太陽熱に関する実演を屋外で行った。 
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   電子物理工学科 荒井 昌和 

    １０月１日（木)13:50 ～16:00  宮崎県立妻高等学校  ４２名 

 

  ・大学とはどんなところか 

  ・宮崎大学工学部の学科紹介、電子物理工学科の教員と研究内容の紹介 

  ・半導体の基礎（結晶、エネルギーバンド、ドーピング、pn接合） 

  ・半導体の応用例（FET、倫理回路、LFD、太陽電池、レーザ） 

 

 

    

 

   社会環境システム工学科 原田 隆典 

    １０月１日( 木) 13:5 0～16:00  宮崎県立妻高等学校  ７０名 

 

PT  

 

 

     

   システム工学科 淡野 公一 

    １０月２日( 金) 13:2 0～14:05  宮崎県立都城西高等学校  ５０名 

 

まず、学部および学科の説明を行い、その後、集積技術研究室で取り組んでいる、生体信号を

センシングするためのアナログ集積回路と粒子径がナノオーダーのミストを噴霧する機器の説明

を行い、これらの応用について紹介した。 

 

 

     

    瀬崎 満弘 

    １０月３日( 土) 10: 05～11:35  宮崎県立高城高等学校  １４名 

 

工学部の案内DVDと工学部パンフレットを使って、工学部の各学科の授業内容と先生方の研究

内容、および大まかな就職先の説明を行った。 
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    福山 敦彦 

    １０月１７日( 土) 9: 05～10:15  宮崎県立都城西高等学校  ８０名 

 

再生可能エネルギーとして注目を集めている太陽光発電について、その必要性から太陽電池の

動作原理を講義し、宮崎で研究開発を行う上での利点を述べた。また昨年のノーベル物理学賞の

対象となった青色発光ダイオードについても概説した。 

 

 

     

   システム工学科 淡野 公一 

    １０月２０日( 火) 13:45 ～15:30  宮崎県立佐土原高等学校  ３９名 

 

まず、学部および学科の説明を行い、その後、集積技術研究室で取り組んでいる、生体信号を

センシングするためのアナログ集積回路と粒子径がナノオーダーのミストを噴霧する機器とその

応用についての説明を行った。 

 

 

     

    盆子原 康博 

    １０月２３日( 金) 14:35 ～15:30  宮崎県立福島高等学校  ２０名 

 

身の回りで発生する振動現象を紹介するとともに、ものづくりの学問である「機械工学」が担

う役割について説明した。 

 

 

     

      

    １１月１３日( 金) 13:55 ～15:15  熊本県立大津高等学校  ４１名 

 

① 人型Android（ハウステンボス）と運搬Robot（加賀屋ホテル）比較、 

② マツコロイドComputer声作成、③自動運転技術（日産/ トヨタ/ グーグル）、 

④「Robotics challenge とロボット兵器に反対する市民運動」 

等に関して、ビデオクリップで説明するとともに、 

⑤ロボットアーム最適制御の数値計算・アニメーション作成 

の実演を行った。 
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╩ ⇔√ ⱪ꜡◓ꜝⱶ 

ⱪ꜡☺▼◒♩ 

  

 

宮崎大学工学部では、普及が急速に進められる太陽光発電について、将来に技術開発の核とな

りうる高度な専門技術を身につけた技術者を育成するために、太陽光発電に関する総合的教育プ

ログラムをいち早く立ち上げ、これまで六年間にわたって継続的に実施してきた｡平成27年度も

｢太陽光発電関連産業群形成を目指した高度人材創出プログラム｣を実施した｡これは、学生や中小

企業の技術者を対象とし、大学教員や各企業の専門家を講師として招き、学問的基礎から実学的

話題までを習得することを目的とする事業である｡今年度については、工学部の福山敦彦先生主導

の元、応用講座となる28コマを実施した。 

 

【研修1：平成27年9月3日(43) 、4日（43）11日(41) 、10月1日(42) 、10日(33)  

  研修2：平成27年12月11日(36) 、12日(23) 、16日(30) 、17日(18) 、18日(20) 、19日 

(19) 実施】※（）内は受講者数 

テーマ一覧:  半導体と光吸収、半導体と伝導機構、p- n接合とキャリア拡散現象、p- n接合と光起

電力効果、現在のエネルギー問題と太陽電池の現状、シリコン太陽電池の作製プロセス、Ｓｉ太

陽電池のモジュール技術１・2、高効率太陽電池の現状、集光型太陽電池の現状、CIS太陽電池材

料の物性、CIS太陽電池材料の評価、有機系太陽電池概論、有機系太陽電池の研究開発動向、リチ

ウムイオン電池の原理と課題、ポストリチウムイオン電池への期待、リチウムイオン電池の材料

技術開発と実用化、次世代二次電池の開発と応用、CIGS太陽電池のモジュール化技術１・２、CIG

S太陽電池のシュミレーションによる設計１・２、太陽光システム施工について、太陽光市場の今

後、太陽電池の農業への応用、植物工場（人工光・太陽光）の状況と太陽電池の利用、太陽光発

電の周辺回路設計とシステム設計、太陽電池の信頼性評価 

 

 

 

 

 

╙─≠ↄ╡  
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꜡Ⱳ♥▫◒☻  

  

 

宮崎大学工学部と株式会社ホンダロックとの間で平成20年9月16日に締結された｢産学連携に関

する基本協定書｣に基づき産学連携活動を｢技術開発分科会｣、｢人材分科会｣、そして｢知的財産分

科会｣において実施してきた｡また、各年度の4月に定例協議会を実施してきた｡ 

平成27年度の各分科会および定例協議会の活動実績は以下の通りである｡ 

 

【技術開発分科会】 

技術テーマとしては生産技術領域において、｢光切断法を用いた3次元ビジョンセンサーの開発｣

（川末教員）、研究開発領域において「Mg- 異種材料接触部腐食メカニズム解明」（酒井教員、松

永教員）について活動を行った。 

 

【人材分科会】 

平成27年7月に2回、9月に1回工場見学を実施した。 

平成27年7, 8月に採用試験を実施し、3名が内定( うち2名が工学部) した｡ 

 

【定例協議会】 

平成27年6月5日に、工学部大会議室にて実施された｡工学部から6名、ホンダロック社から9

名、外部専門家委員1名（宮崎県工業技術センター）が出席し、2014年度活動実績、2015年度活

動予定、そして今後の展開についてホンダロック社から報告が行われ、それぞれの事項について

質疑応答がなされた｡そして外部専門家委員、ホンダロック社、工学部からの講評が行われた｡

 

 

ⱱfi♄꜡♇◒≤─  

図：6/5 実施の定例協議会の風景 
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究

課題としております。平成１８～２７年度の１０年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提

案企業、研究内容、担当教員）を記載します。 

 

平成１８年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

宮崎県企業局 高圧配電線の地絡事故点検出 大坪教員 

宮崎県水産試験場 陸上養殖における水質浄化技術１水流制御による固形残渣の効

率除去技術の開発 

菊地教員 

宮崎県企業局総合制御所 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

多田産業株式会社 剣道防具の衝撃を緩和する方法 鄧教員 

 

平成１９年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 有) 新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力学的

検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ( 株)  結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミクロシ

ミュレーション解析 

湯井教員 

( 株) ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

 

平成２０年度（８件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

( 株) ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミクロ

シミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベースの構

築 

淡野教員 

⌐╟╢  ⱴכ♥
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三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２１年度（３件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

スの構築 

淡野教員 

田村教員 

（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２２年度（７件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

ス構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

( 有) 鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研究 淡野教員 

田村教員 

( 株) ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への影響

に関する考察 

淡野教員 

( 株) ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

( 株) ホンダロック生産技術部基幹技

術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

 

  

平成２３年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動機部 汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２４年度（４件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ株式会

社 

両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシステム

の構築 

淡野教員 

 

平成２５年度（２件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

東九州メディカルバレー構想 コー

ディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

平成２６年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 

平成２７年度（１件） 

提案企業 研究内容 担当教員 

（有）よしたにクロージング バンドによる人の状態・姿勢変化に関する研究について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 

 






